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画「能勢分校のイメージ」―田園から校舎を望む―　高19長谷川博子（元美術部）

春・能勢・始動　
― 平成 30 年 4 月、豊中高校能勢分校スタート ―
能勢高校は昭和29年(1954)に府立園芸高の能勢分校・西能勢分校・田尻分校の2・3年生を編入して農業・普
通・家庭3科の全日制高校として開校。同年秋に能勢町上田尻の現在地の校舎に移転。平成16年には連携型中高
一貫校となり、同26年には創立60周年を祝った。さらに、同27年に「SGH」の指定を受け、自然・農業・少
人数、そして国際交流を活かした授業を展開している。
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新
会
長
に
高
坂
敬
三
さ
ん 

高
₁₆

 

評
議
員
会
、
新
役
員
も
選
出

「
開
か
れ
た
豊
陵
会
」「
参
加
す
る
豊
陵
会
」

　
創
立
1
0
0
周
年
に
む
け
て
基
盤
作
り

 

会
長 

高
16 

高
坂
敬
三

豊
陵
会
の
平
成
30
年
度
第
1
回
幹
事
・
評

議
員
会
が
1
月
23
日
に
開
か
れ
、
3
期
6
年

を
務
め
た
永
田
武
全
会
長
の
後
任
に
高
16
期

高
坂
敬
三
さ
ん
を
選
出
し
た
。
高
坂
さ
ん
は

平
成
23
年
か
ら
豊
陵
会
幹
事
、
大
阪
弁
護

士
会
所
属
の
弁
護
士
。

新
会
長
の
選
出
と
同
時
に
副
会
長
・
財
務

幹
事
・
会
計
監
事
も
選
出
さ
れ
、
新
体
制
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
新
体
制
の
も
と
3
年
後
に

迫
っ
た
「
百
周
年
事
業
」
や
「
百
周
年
へ
の

基
盤
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
。

こ
の
度
、
永
田
武
全
前
会
長
の
後
任
と

し
て
豊
陵
会
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
高
校

16
期
の
高
坂
敬
三
で
す
。
私
を
含
め
高
校

16
期
の
仲
間
が
中
心
と
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら

豊
陵
会
の
お
世
話
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
は
永
田
さ
ん
と
は
1
期
し
か
違
い
ま
せ

副
会
長
の
あ
い
さ
つ

 

高
16 

須
賀
寅
充　
豊
中
高
校
第
18
代
校
長

母
校
校
長
時
代
に
豊
高
生
に
感
じ

た
豊
高
魂
は
今
か
ら
50
年
以
上
も
前

に
自
分
が
感
じ
た
そ
の
魂
で
あ
り
、

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
こ
と

に
感
動
を
覚
え
た
も
の
で
し
た
。

こ
こ
に
創
立
1
0
0
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
、
こ
の
記
念
事
業
を
推
進
し
て
い
く
同
窓
生
の一

人
と
し
て
参
加
し
、
多
く
の
同
窓
生
、
現
役
生
徒
と
絆
を
深
め
ら
れ

る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
大
き
な
喜
び
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

会
長
で
あ
る
同
期
の
高
坂
君
を
は
じ
め
、
豊
陵
会
の
新
執
行
部
の
多
く

は
歳
こ
そ
現
役
生
徒
諸
君
の
4
倍
は
食
って
い
ま
す
が
、
青
春
の
謳
歌

は
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
感
じ
て
い
る
強
者
ぞ
ろ
い
で
す
。
母
校
の
支
援
の

た
め
に
多
く
の
同
窓
生
が
応
援
団
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
と
共

に
、
同
窓
生
の一層
の
親
睦
と
交
流
が
深
め
ら
れ
る
参
加
型
の
企
画
を

皆
さ
ん
と㎰
愉
快
に　

楽
し
く　

熱
っ
ぽ
く
〟
を
合
い
言
葉
に
練
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

高
16 

西
澤
信
善

永
田
前
会
長
か
ら
の
示
唆
で
高
坂

新
会
長
の
同
期
の
支
援
体
制
つ
く
り

に
須
賀
君
と
と
も
に
関
わ
り
ま
し

た
。
多
く
の
人
に
支
援
を
お
願
い
し

た
以
上
、
私
が
抜
け
る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
期
か
ら
会
長
を
出
す
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
私
は

副
会
長
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
適
任
だ
か
ら
と
い
う
わ

け
で
な
く
、
こ
れ
が
、
私
が
副
会
長
に
な
っ
た
理
由
で
す
。
3
年
後
の

2
0
2
1
年
、
母
校
は
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
高
坂
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
新
執
行
部
に
は
金
集
め
、
記
念
誌
の
発
行
、
式
典
・

催
事
の
挙
行
な
ど
従
来
に
な
く
重
い
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
役
員
の一

人
と
し
て
負
担
の一
翼
を
担
い
、
立
派
に
1
0
0
周
年
を
迎
え
る
の
が

副
会
長
の
任
務
と
心
得
て
い
ま
す
。

ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
お
世
辞
に
も
若

返
っ
た
執
行
部
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
私
達

は
豊
中
高
校
で
の
3
年
間
を
存
分
に
楽
し

ん
だ
者
と
し
て
、
母
校
豊
中
高
校
に
恩
返

し
す
る
つ
も
り
で
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

さ
て
、
豊
陵
会
の
目
的
は
申
す
ま
で
も

な
く
卒
業
生
同
志
の
親
睦
・
交
流
を
深
め

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
良
き
先
輩
、
頼
も

し
い
後
輩
、
気
の
置
け
な
い
同
級
生
、
こ
う

いっ
た
人
の
輪
が
豊
陵
会
を
通
じ
て
広
が
る

事
に
豊
陵
会
の
存
在
意
義
が
あ
る
と
思
って

お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
皆
さ
ん
に
豊
陵
会
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
積
極
的
に
活
動
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
事
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
永

田
さ
ん
達
は
「
開
か
れ
た
豊
陵
会
」、「
参

加
す
る
豊
陵
会
」
を
モッ
ト
ー
に
目
覚
ま
し

い
活
動
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち

も
こ
の
モ
ッ
ト
ー
を
継
承
し
、
更
に
活
動
の

輪
を
拡
げ
て
い
き
た
い
と
願
って
お
り
ま
す
。

豊
中
高
校
は
3
年
後
の
2
0
2
1
年
に

は
創
立
1
0
0
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を

迎
え
ま
す
。
私
達
豊
陵
会
も
、
こ
の
歴
史

と
伝
統
を
誇
る
豊
中
高
校
に
相
応
し
い
記

念
事
業
を
共
に
お
祝
い
致
し
た
く
、
今
か

ら
そ
の
基
盤
作
り
を
始
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
し
て
ご

挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
新
会
長
の
推
薦
で
永
田
前
会
長
が

顧
問
に
選
ば
れ
、
3
人
の
前
副
会
長
は
百
周

年
事
業
支
援
の
役
割
を
担
っ
て
新
た
に
幹
事

に
任
命
さ
れ
た
。

︻
新
役
員
】　

会
長
＝
高
16
高
坂
敬
三
。
副

会
長
＝
高
16
須
賀
寅
充
、
高
16
西
澤
信
善
。
財

務
幹
事
＝
高
16
大
川
慎
太
郎
。
会
計
監
事
＝
高

16
湊 

稔
▼
退
任　

会
長
＝
高
15
永
田
武
全
。

副
会
長
＝
高
15
越
智
克
司
、
高
15
木
村
榮
次
、

高
22
中
島
守
。
財
務
幹
事
＝
高
22
赤
塚
雄
一
、

高
22
萩
原
哲
。
会
計
監
事
＝
高
15
滝
川
勲
夫
、

高
15
宗
田
京
子
。事
務
局
長
＝
高
13
中
尾
寛
次
。

こ
の
日
の
人
事
議
題
で
は
新
任
の
幹
事
・

評
議
員
が
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
総
務
・
会
報
・

資
料
室
・
I
T
各
部
会
の
正
副
部
会
長
の
就

任
の
紹
介
が
あ
り
了
承
さ
れ
た
。（
豊
陵
会

の
新
役
員一覧
は
26
面
）

永
田
会
長
の
第
24
代
執
行
部
は
、
平
成

24
年
の
就
任
時
よ
り
「
開
か
れ
た
豊
陵
会
」

「
参
加
す
る
豊
陵
会
」
と
の
方
針
で
、
母

校
の
行
事
に
足
繁
く
出
席
し
、
総
会
に
在

校
生
を
招
く
「
在
校
生
シ
リ
ー
ズ
」
と
称

し
て
そ
の
活
躍
を
卒
業
生
に
紹
介
、「
会
員

名
簿
2
0
1
5
」
の
発
行
・
販
売
を
成
し

遂
げ
る
な
ど
、
母
校
・
在
校
生
と
卒
業
生

の
紐
帯
の
強
化
に
尽
力
し
、
同
窓
会
活
動

の
充
実
と
結
実
に
多
大
な
成
果
を
挙
げ
た
。
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第1回の豊陵会執行部会が2月19日に開かれ、2021
年に迎える母校百周年の記念事業などについて豊陵会と
しての取組み方針を検討した。本事業を成功させるため
には、豊陵会としては、学校、豊友会、PTAとの連携を
密にし、協議検討を進めて行くことが確認された。そして
「豊陵会百周年実行委員会」を早急に立ち上げ、正副
会長を中心に支援体制を構築していくことが決まった。
百周年記念事業については、平野校長から正副会長

に示されたグランドデザインが、以下の三本柱で構成さ
れていることが報告された。
１）　記念式典の開催
２）　百周年記念誌の発行
３）　母校への寄付事業

■�平野校長から説明された
　「創立百周年記念事業計画（案）」
創立百周年事業の推進について豊陵会新執行部と平
野校長との初の会合が2月7日校長室で開かれ、平野校
長から次のような素案の説明があった。
▼100周年記念事業コンセプト（素案）
� 「豊高生・豊中生（とよちゅうせい）！大正・昭和・平成・

（新元号）　－時代を超えて〔全員参加〕の100周年－」
Ask�not�what�TOYONAKA�H.S.�will�do� for�you,�

but�what�together�we�can�do�for�TOYONAKA�H.S.
▼事業案
①��100周年ロゴマーク募集＝優秀作品を記念式典で
表彰

②��記念事業ボランティア募集＝募集部門・日時を
Webページに掲載

③��記念基金の募集＝高額ご寄付者（法人を含む）顕
彰プレートの設置

④��みらいの豊高生支援＝豊陵ホール（仮称、多目的
型学習スペース）など生徒の学習活動に関する設
備の新設(詳細省略)

⑤��豊中（とよちゅう）卒業生の記念式典招待
・�記念式典＝開催時期は2021年5月13日（創立記
念日）前後／会場＝豊中市立文化芸術センターを
第一候補（祝賀会は別途）
・�記念誌の発行＝まとめ方、頒布方法等は2018年
に記念誌委員会を設置して具体的に検討
・�記念事業募金活動＝上記事業の初期目論見として
5,000万円。

前
副
会
長
、
退
任
の
こ
と
ば

高
15�

越
智
克
司
＝
「
縁
の
下
の
力
無
し
」
に
終
始
し
ま

し
た
が
、
12
年
間
楽
し
く
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
事
務

局
始
め
先
輩
方
や
仲
間
達
の
ご
指
導
ご
支
援
の
お
か
げ
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！　

創
立
百
周
年
事
業
へ

の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！ 

高
15�

木
村
榮
次
＝
卒
業
以
来
殆
ど
同
窓
会
に
参
加
す
る

こ
と
が
な
か
っ
た
私
が
、
6
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
豊
陵
会
の

運
営
の
お
手
伝
い
が
出
来
、
少
し
は
恩
返
し
に
な
っ
た
か
な
と

安
堵
の
気
持
ち
で一
杯
で
す
。
楽
し
く
な
け
れ
ば
同
窓
会
で

な
い
！　

と
の
思
い
で
、
自
分
も
結
構
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し

て
き
ま
し
た
。
役
員
在
任
中
に
先
輩
、
後
輩
の
方
々
と
の
繋

が
り
を
拡
げ
る
こ
と
が
出
来
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
も
よ
り
心

豊
か
に
過
ご
せ
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ご
支
援
ご
協
力
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
22�

中
島�

守
＝
豊
陵
会
副
会
長
就
任
中
は
、
豊
陵
会

会
員
の
皆
様
、
中
尾
事
務
局
長
を
は
じ
め
事
務
局
の
皆
様
に

は
、
た
いへ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
開
か
れ
た
豊
陵
会
」「
参
加
す
る
豊
陵
会
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
6
年
間
永
田
執
行
部
の一員
と
し
ま
し
て
微
力
な
が
ら
お

手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
事
、
豊
中
高
校
の
卒
業
生
と
し

ま
し
て一生
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
こ
の
6

年
間
の
皆
様
方
の
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
し
て
退
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

評議員会で決算・予算を承認
1月23日、会議は全国的な寒波と雪で出
張から帰阪できずに欠席の委員もあったが、
ここ数年のうちでは最多の92人が出席。平
野校長の母校近況報告のあと、平成29年
度決算報告と新年度の予算案を承認、つい
で新会長選出など人事案件を審議した。
全審議事項が終り議長席から永田会長は
退任する全役員の自席での起立を求め、「幹
事・評議員の協力によって無事に任期を果
せた」旨の感謝を述べ、これを受けて高坂
新会長が就任のあいさつ。新役員を紹介し
て会議を終了した。
続いて行われた懇親会では高3期妹尾景
行幹事が、乾杯あいさつで永田前会長らに
改めて感謝の辞を述べ懇談に入った。

⁂　⁂　⁂

秋の幹事・評議員会
平成29年度第2回幹事・評議委員会が
10月25日に開かれ、新しく幹事2名、評議
員9名の任命が承認された。
会務報告の席で永田会長から、百周年事
業への協力を進めること▽平成30年の総会
から「ホームカミング・アゲイン」として卒
業50年の期を招待に加える方針であること
▽次回の幹事・評議員会の開催を早め、新
執行部人事を審議するとの予告があった。
� （新しい幹事・評議員は、26面）

会
長
退
任
に
あ
た
っ
て

�

高
15 

永
田
武
全

こ
の
度
豊
陵
会
会
長
を
退
任
致
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
同
窓
会
と
は
縁
も
な
く
知
識
も
乏
し
か
っ
た
私

が
、
図
ら
ず
も
会
長
を
拝
命
し
て
か
ら
6
年
間
、「
開
か
れ

た
豊
陵
会
」「
参
加
す
る
豊
陵
会
」
を
テ
ー
マ
に
同
窓
会
活

動
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
会
員
名
簿
の
発
行
、

在
校
生
シ
リ
ー
ズ
の
定
着
に
よ
る
豊
陵
会
総
会
の
活
性
化
、

寄
付
金
・
協
力
金
の
増
強
に
よ
る
財
務
基
盤
の
安
定
等一定
の

成
果
を
挙
げ
て
、
次
期
高
坂
会
長
に
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
が

出
来
、
ほっ
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
会
員
の
皆
様
の
ご
理

解
・
ご
協
力
の
お
陰
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

と
は
言
え
、私
共
が
や
り
残
し
た
課
題
も
ま
だ
ま
だ
多
く
、

そ
の
上
3
年
後
に
は
母
校
創
立
1
0
0
周
年
と
い
う
大
き
な

節
目
・
イ
ベ
ン
ト
を
控
え

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

新
執
行
部
に
対
し
ま
し

て
も
私
共
に
頂
い
た
と
同

様
の
ご
支
援
を
下
さ
い
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

豊
陵
会
の
ま
す
ま
す

の
発
展
を
お
祈
り
致
し

て
お
り
ま
す
。

百
周
年
記
念
事
業
の
始
動

―
正
副
会
長
を
中
心
に
支
援
体
制
構
築
を
急
ぐ
―
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■学校行事支援金を渡しました
10月12日豊陵会永
田会長から平野校長へ
学校行事支援金が渡さ
れた。（写真）
このお金は会員皆様
の協力金からのもので、
学校では在校生の各種行事に活用されている。

■�資料室の一部にICT教室
　（遠隔授業システム）を新設
資料室縮小部分は母校図書室の一部に移転
豊中高校能勢分校がスタートし、遠隔地と同時に
授業を行うことができるICT教室（遠隔授業システム）
が以前の資料室の一部に設置される。3年後に発行さ
れる100周年記念誌に向けた資料などが図書室の書
庫への移転が行われ、図書室で旧職員・高2淺井さん・
高13川上さんと高41久代さん・中嶋さん・中西さん・
長尾さん・堀岡さん・石井さん等の有志により整理
整頓が始められた。

ミニ・ニュース

開催日時� 2018年10月4日（木）
� 8時28分スタート
開催場所� 関西クラシックゴルフ倶楽部
� �（0794－72－1231。〒673－

1123　三木市吉川町湯谷567）
スタート方式� �大洞・湯谷・清水の3コース1番

ホールから同時スタート。
� ※�今回もシニアの部（高14期以

上）と一般の部の２部制で開催
致します。

組 合 せ � �お申し込み時のご希望に出来る
だけ沿うように決定します。同期
会での参加も大歓迎です。

費　　用� キャディ付＝約13,600円。
� 上記にはプレー費、昼食、会食
� （ソフトドリンク付き）含む
会　　費� 3,000円（賞品代。諸費に充当）

◆第16回豊陵会親睦ゴルフコンペ結果
� 10月5日（木）関西クラシックゴルフ倶楽部
　ダブルペリア方式シニアの部優勝
� 高5 村司貞夫さん
　ダブルペリア方式一般の部優勝　　
� 高14 藤本仁孝さん
　シニアの部ベストグロス賞
� 高5 友国泰治さん　
� 高9 鷹見陽平さん
　一般の部ベストグロス賞　
� 高25 延原耕三さん
　当日は、好天に恵まれシニアの部23名、一般の部
40名の参加を得て、グリーン上でも、懇親会でも終
始和やかに親睦を深めることが出来ました。
� （高15�木村榮次）

奮って
ご参加

ください !

“とよすい”の演奏で
会場がひとつに

永
田
武
全
会
長
は
開
会
の
挨
拶

の
冒
頭
で
２
３
０
名
の
出
席
者
の

う
ち
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
25
に
あ

た
る
高
44
が
54
名
、
今
春
卒
業
の

高
69
が
９
名
の
出
席
が
あ
る
こ
と

を
報
告
、
歓
迎
の
意
と
と
も
に
平

素
の
協
力
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
た
。

つ
い
で
２
０
２
１
年
に
１
０
０

周
年
を
迎
え
る
母
校
に
昨
年
就
任

し
た
来
賓
の
平
野
校
長
（
高
32
）

を
「
豊
中
高
校
の
申
し
子
」
と
紹

介
し
、
学
業
の
み
な
ら
ず
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
面
で
も
成
果
を
挙
げ
た

こ
と
を
讃
え
た
。
来
年
４
月
か
ら

能
勢
高
校
が
豊
中
高
校
能
勢
分
校

と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
に
当
た

り
、
資
料
室
を
移
転
し
て
同
時
に

遠
隔
講
義
教
室
を
設
け
、
ま
た
分

校
の
同
窓
会
へ
の
対
応
を
検
討
す

る
と
も
述
べ
た
。

懸
案
だ
っ
た
「
会
員
名
簿
」
発

行
を
無
事
終
え
、
今
後
は
「
開
か

れ
た
豊
陵
会
」「
参
加
す
る
豊
陵

会
」
の
原
点
に
戻
り
、
今
後
と
も

同
窓
会
の
２
つ
の
要
素
、
ヨ
コ
の

同
期
の
繋
が
り
と
タ
テ
の
先
輩
後

輩
や
先
生
・
在
校
生
、
母
校
の
繋

が
り
を
高
級
な
織
物
の
ご
と
く
固

く
し
っ
か
り
と
組
合
せ
た
い
、
と

呼
び
か
け
た
。

具
体
的
に
は
毎
年
継
続
し
て
い

る
「
職
業
別
進
路
指
導
講
演
」
の

開
催
で
母
校
へ
卒
業
生
を
講
師
派

遣
し
、
自
ら
の
職
業
体
験
を
伝
え

る
こ
と
や
、
高
一
の
現
代
社
会
授

業
の
「
学
校
史
」
で
同
窓
会
活
動

を
伝
え
て
い
る
こ
と
、
こ
の
総
会

で
在
校
生
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
部

を
披
露
し
て
も
ら
う
「
在
校
生
シ

リ
ー
ズ
」
な
ど
を
推
し
進
め
る
と

述
べ
、
引
き
続
き
同
窓
会
へ
の
協

力
を
要
請
し
た
。

つ
い
で
高
22
赤
塚
雄
一
財
務
幹

事
は
決
算
報
告
で
平
成
28
年
11
月

に
名
簿
特
別
会
計
を
締
め
、
約

３
０
０
万
円
の
剰
余
金
を
記
念
事

業
積
立
金
へ
移
管
す
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
で
平
野
校
長

は
、
高
32
期
生
と
し
て
第
22
代
校

長
に
赴
任
し
た
が
、
加
え
て
豊
高

に
は
物
理
教
諭
と
し
て
在
籍
、
16

年
の
人
生
の
３
割
を
豊
高
に
通
う

こ
と
と
な
っ
た
と
自
己
紹
介
。
本

年
の
高
69
卒
業
生
の
進
学
に
つ
い

て
、
阪
大
を
目
指
す
生
徒
が
多
い

こ
と
、
浪
人
も
含
め
京
大
に
６
名

の
合
格
者
が
出
た
こ
と
を
報
告
。

校
長
ブ
ロ
グ
を
毎
日
更
新
し
て
母

校
の
現
況
を
発
信
し
て
い
る
と
述

べ
た
。
能
勢
分
校
に
つ
い
て
は
、

一
人
の
校
長
の
下
に
２
つ
の
学
校

が
あ
る
と
説
明
し
、
能
勢
分
校
と

し
て
の
卒
業
生
は
３
年
後
に
な
る

と
付
け
加
え
た
。
ま
た
今
年
度
中

に
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
た

委
員
会
を
、
学
校
・
豊
陵
会
・

豊
友
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
立
ち
上
げ
、

１
０
０
周
年
の
準
備
を
整
え
て
い

く
と
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
高
13
松
本 

洋
・
東

京
支
部
長
が
、
東
京
支
部
が
60
周

年
を
迎
え
た
こ
と
、
首
都
圏
に
約

３
，
２
０
０
名
の
豊
陵
会
報
の
届

く
同
窓
生
が
お
り
、
タ
テ
ヨ
コ
の

交
流
の
場
と
し
て
東
京
支
部
総
会

を
催
し
、
首
都
圏
か
ら
母
校
を
支

え
る
活
動
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
次
の
年
の
１
０
０
周
年
を
盛

り
上
げ
た
い
と
述
べ
た
。

高
22
岡
野 

勝
・
中
部
支
部
長

は
、
中
部
支
部
が
10
周
年
に
な
る

こ
と
、
中
部
４
県
で
約
４
５
０
名

の
会
員
規
模
で
支
部
総
会
に
は
約

50
名
の
出
席
が
あ
り
、
平
野
校
長

の
母
校
近
況
報
告
を
楽
し
み
に
、

懇
親
会
で
は
大
阪
弁
が
飛
び
交
い

「
美
味
し
い
料
理
と
美
味
し
い
お

酒
、
心
ゆ
く
ま
で
大
阪
弁
」
と
盛

り
上
が
る
が
、
土
地
柄
と
は
い
え

転
勤
に
よ
る
出
入
り
の
あ
る
こ
と

が
、
悩
み
ど
こ
ろ
と
述
べ
た
。

来
賓
紹
介
の
後
、
木
村
榮
次
副

会
長
は
約
60
名
２
０
０
点
の
奇
贈

品
の
バ
ザ
ー
の
説
明
と
感
謝
を
述

べ
た
。

懇
親
会
の
乾
杯
の
挨
拶
は
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
25
の
高
44
児
玉
健
太

郎
さ
ん
。「
高
校
時
代
は
人
生
の

中
で
特
別
な
時
期
。
人
生
を
ど
う

す
る
か
の
悩
み
を
共
有
す
る
中
で

先
生
や
仲
間
か
ら
影
響
を
受
け
、

自
身
は
い
ま
中
学
校
の
国
語
の
教

師
を
す
る
に
至
り
、
こ
の
場
で
懐

か
し
さ
と
感
謝
を
覚
え
、
今
後
も

同
窓
会
へ
協
力
す
る
」と
述
べ
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
な
ど
の
テ
ー

ブ
ル
ご
と
に
再
会
を
喜
ぶ
声
な
ど

が
上
が
り
、
旧
交
が
深
ま
る
中
、

在
校
生
吹
奏
楽
部
「
と
よ
す
い
」

が
登
場
、「
黒
い
炎
」
で
開
演
し

た
。
続
い
て「
と
よ
す
い
Ｄ
Ｇ（
Ｄ

ａ
ｎ
ｃ
ｅ 

Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ
）」
の
指

導
に
よ
る
振
り
つ
け
で
「
世
界
に

一
つ
だ
け
の
花
」
を
卒
業
生
も
一

緒
に
踊
り
、「
真
田
丸
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
」
の
の
ち
、「
坂
本
九
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
は
「
と
よ
す
い
」

手
作
り
の
歌
詞
カ
ー
ド
で
会
場
全

部
が
歌
唱
参
加
。
ア
ン
コ
ー
ル
鳴

り
や
ま
ず
、
ダ
ン
ス
付
き
の
「
メ

イ
ク
ハ
ー
マ
イ
ン
」が
演
奏
さ
れ
、

総
会
は
一
体
感
で
包
ま
れ
た
。
最

後
は
「
と
よ
す
い
」
の
伴
奏
に
よ

る
校
歌
斉
唱
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

本
年
の
総
会
は
、５
月
27
日（
日
）、

ゲ
ス
ト
に
在
校
生
ダ
ン
ス
部
を
迎
え

て
の
開
催
で
す
。
奮
っ
て
ご
出
席
く

だ
さ
い
。
総
会
の
案
内
は
、28
面（
裏

表
紙
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成 29 年度豊陵会総会
5 月 28 日ホテルアイボリーで
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東 京 支 部

中 部 支 部

大澤美穂常任委員のピアノ演奏と参加者の皆様

東京支部総会・懇親会
今年は 6 月 24 日（日）午前 11 時 30 分

東海大学校友会館「望星の間」で開催

今年は久々に日曜日の開催となります。東京支部恒
例の「恩師招待」は、数学の吉川正幸先生をお招きい
たします。昭和50年から63年までご在職、32期、36
期と41期は2年生までクラス担任で、陸上部の顧問も
されております。平野裕一校長先生（高32）もご来臨
いただきます。特別演奏はチェリストとして活躍中の
辻本玲様（高54）にお願いしております。年に1度の
総会懇親会を多くの皆様にお楽しみいただけるよう鋭
意企画を進めております。最新情報は、Facebook「豊
陵会東京支部」で逐一お知らせいたします。ご期待下
さい。首都圏在住の同窓の皆様方の縦・横の絆と交流
を深めていただける絶好の機会です。お誘い合わせの
上多数ご出席下さいますようご案内申し上げます。

個別のご案内は、5月上旬に各期の常任委員から
発送・発信しますが、新たに首都圏に転入されたり
して届かない方は東京支部事務局（houryou.
tokyo@gmail.com）までメールでお知らせ下さい。
案内状と払込取扱票をお送り致します。

会　費 事前振り込み 当日払い
一　般 7,500円 8,000円

夫婦（2名分） 14,000円 15,000円
学　生 1,000円

新卒生（70期） 無料ご招待

2
0
1
7
年
、
東
京
支
部
は
、
こ
れ
ま

で
多
く
の
豊
陵
会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え

に
よ
り
、
お
陰
さ
ま
で
結
成
60
周
年
の
節

目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

60
周
年
を
祝
う
記
念
総
会
・
懇
親
会
は
、

7
月
1
日
（
土
）
11
時
30
分
よ
り
霞
が
関

ビ
ル
35
階
東
海

大
学
校
友
会
館

で
開
催
致
し
ま

し
た
。
恩
師
ご

招
待
の
秀
島
保

雄
先
生
、
平
野

裕
一
校
長
先
生

（
高
32
）、
越

智
克
司
副
会
長

（
高
15
）
の
ご

来
賓
を
お
迎
え

し
、
1
3
3
名

の
皆
様
に
お
集

ま
り
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
大

澤
美
穂
常
任
委
員
（
高
43
）
に
よ
る
繊
細

か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
60
周
年
記
念
ピ
ア

ノ
特
別
演
奏
も
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し

た
。
乾
杯
の
ご
発
声
は
、
第
一
回
総
会
に

学
生
で
参
加
さ
れ
た
刀
禰
堯
介
様
（
高

4
）
に
当
時
の
お
話
し
を
ま
じ
え
て
お
願

い
し
ま
し
た
。
恒
例
の
マ
ッ
チ
ン
グ
＆
ア

ピ
ー
ル
・
コ
ー
ナ
ー
や
有
志
会
員
提
供
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
争
奪
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
と
大

い
に
盛
り
上
が
る
中
、
山
室
紘
一
様
（
高

10
）
の
指
揮
で
、
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
別
室
で
用

意
さ
れ
た
「
秀
島
先
生
を
囲
む
会
」
に
は
、

平
野
校
長
先
生
も
ご
出
席
、
同
期
、
担
任

期
、
書
芸
部
な
ど
22
名
が
相
集
い
、
和
気

あ
い
あ
い
と
、
懐
か
し
く
、
楽
し
い
語
り

あ
い
が
続
き
、
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、

午
後
5
時
過
ぎ
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

�

【
東
京
支
部
支
部
長
　
松
本
　
洋
（
高
13
）】

2
0
1
7
年
11
月
11
日
、

名
古
屋
商
工
会
議
所
の
名

商
グ
リ
ル
に
お
い
て
、
豊

陵
会
中
島
副
会
長
、
平
野

校
長
を
お
招
き
し
、
中
部

支
部
総
会
・
10
周
年
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

今
回
は
、
2
0
0
8
年

11
月
の
結
成
か
ら
10
年
と

い
う
こ
と
で
、
案
内
状
に

同
封
し
た
支
部
報
で
初
代

の
書
記
で
あ
る
田
岡
寛
さ

ん
（
高
校
18
期
）
に
、
結

成
当
時
の
秘
話
を
ご
紹
介

い
た
だ
く
な
ど
、記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
に
向
け
て
趣
向
を

凝
ら
し
ま
し
た
。
当
日
は

約
40
名
の
出
席
と
な
り
ま

し
た
が
、
初
参
加
の
方
が

い
つ
も
の
年
よ
り
も
多
く
、

今
後
の
出
席
者
増
に
期
待

が
膨
ら
み
ま
し
た
。

豊
陵
会
・
豊
高
の
近
況

報
告
は
毎
年
会
員
の
方
々

の
お
楽
し
み
で
す
が
、
今

回
も
「
次
年
度
か
ら
普
通

科
が
な
く
な
り
文
理
学
科

だ
け
に
な
る
」
な
ど
、
母

校
の
変
遷
に
皆
さ
ん
び
っ

く
り
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

恒
例
の
講
演
会
は
、
日

経
Ｂ
Ｐ
社
の
林
達
郎
様
か

ら
「
A
I
と
は
何
か
、
そ

の
実
力
と
人
類
へ
の
影
響
」

と
題
し
て
、
旬
の
話
題
で

あ
る
A
I
に
つ
い
て
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
総
会
に
皆
勤

賞
で
あ
る
各
務
正
俊
さ
ん

（
高
校
13
期
）
に
一
言
を

い
た
だ
き
、
幹
事
一
同
想

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
大
阪
の
名
物
に

想
い
を
馳
せ
た
中
、
全
員

で
校
歌
を
斉
唱
し
、
次
回

の
再
会
を
約
束
し
な
が
ら

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

進
学
・
就
職
・
転
勤
な

ど
で
中
部
地
方
へ
来
ら
れ

た
皆
さ
ん
、
是
非
中
部
支

部
総
会
へ
出
席
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
今
年
は
11
月

17
日
（
土
）
15
時
か
ら
、

名
古
屋
商
工
会
議
所
名
商

グ
リ
ル
で
開
催
予
定
で
す
。

役
員
一
同
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

�

【
高
校
27
期
　
矢
田
一
之
】

１
３
３
名
が
集
い
、支
部
結
成
６０
周
年
を
祝
う

２
０
１
７
年
度
東
京
支
部
総
会
・
懇
親
会

次の10年に向けて絆を深める
中部支部総会・10周年記念パーティー開催
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私の針路

高19　住吉 廣行 さん
学校法人松商学園・松本大学学長

この連載は創立70周年、豊陵会との懇談の席上、当時の秋山校長が「今の豊
高生は、勉強はするが、職業選択や人生の目標についてあまり考えていない。同
窓会の先輩方から講演の機会などいろいろと協力願いたい」との発言を受けてス
タートしました。各界で活躍の豊陵会会員を訪ねて、いまの仕事の面白さ・苦心、
豊高時代に考えていたことなどを質問してきました。「先輩として後輩に言い伝
えたいこと」を盛り込んで取材していきます。

地
域
連
携
で
ひ
と
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り

各
種
マ
ス
コ
ミ
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た

が
本
学
で
は
、
運
動
や
栄
養
に
基
づ
く

健
康
増
進
活
動
な
ど
を
地
元
松
本
市
住

民
に
展
開
す
る
地
域
連
携
を
行
っ
て
い

ま
す
。
地
域
活
動
で
は
学
生
を
地
元
に

出
し
、市
民
と
の
関
わ
り
合
い
の
中
で
、

学
生
が
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
調
査
・

学
習
・
理
解
し
、
自
主
的
に
解
決
を
探

る
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

学
生
た
ち
が
地
域
の
方
々
と
対
話
を

す
る
中
で
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ

ル
の
質
問
や
要
望
を
投
げ
か
け
ら
れ
、

回
答
が
で
き
な
い
と
悔
し
い
思
い
を
し

ま
す
。
そ
ん
な
時
、
学
内
へ
戻
っ
て
解

を
求
め
て
深
く
学
修
し
、
そ
の
成
果
を

後
日
手
紙
で
返
事
を
す
る
な
ど
自
主
的

に
関
わ
る
姿
も
出
て
き
ま
し
た
。
お
礼

の
手
紙
が
返
っ
て
く
る
と
学
生
は
大
喜

び
で
自
信
が
付
い
て
き
ま
す
。
地
域
が

そ
う
し
た
学
び
に
対
す
る
動
機
づ
け
を

し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
栄
養
学
で
は
地
元
シ
ェ
フ
に
講

師
を
依
頼
し
、
ジ
ビ
エ
料
理
（
ク
マ
・

シ
カ
な
ど
狩
猟
害
獣
を
使
っ
た
料
理
）

で
、
動
物
の
解
剖
＝
私
た
ち
は
命
を
い

た
だ
い
て
自
分
の
命
を
つ
な
い
で
い
る

こ
と
を
意
識
づ
け
る
講
座
や
、
ヤ
ギ
の

乳
で
作
る
チ
ー
ズ
が
春
と
夏
で
は
味
が

違
う（
春
は
草
の
香
り
が
す
る
そ
う
だ
）

旬
菜
旬
食
体
験
講
座
等
で
、
地
域
の
特

色
と
地
元
の
力
を
活
用
し
な
が
ら
、
地

元
で
役
立
つ
学
生
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
も
若
い
学
生

と
の
関
わ
り
や
活
躍
を
喜
ん
で
く
れ
て

い
ま
す
。

地
元
の
支
援
も
受
け
て
開
学

32
年
前
、
本
学
に
赴
任
し
た
当
初
は

短
大
の
商
学
科
1
学
科
の
み
で
し
た
。

ま
さ
に
大
学
が
衰
退
す
る
3
要
素
（
後

発
・
単
科
・
地
方
）
を
備
え
て
お
り
、

学
部
増
や
大
学
設
置
は
必
至
の
課
題
で

し
た
。
当
時
の
学
長
の
期
待
も
あ
り
、

正
月
も
返
上
で
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
こ
と

を
学
び
、
文
科
省
へ
短
大
の
学
科
増
設

の
趣
意
書
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
当
初

は
ボ
ロ
ク
ソ
に
言
わ
れ
て
突
き
返
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
学
部
増
や
大
学
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
で
、
学
生
が
県
外
へ

流
出
す
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

と
、県
知
事
や
市
長
の
期
待
も
大
き
く
、

資
金
援
助
も
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
開
学
前
に
は
定
員
割

れ
を
防
ぐ
べ
く
高
校
回
り
な
ど
P
R
活

動
も
必
死
で
行
な
い
開
学
に
た
ど
り
着

き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
豊
高
に
も
伺
い

ま
し
た
よ
。

自
主
的
に
学
ぶ
教
育
・

人
が
育
つ
喜
び

私
が
大
学
卒
業
後
進
学
し
た
九
州
大

学
大
学
院
で
出
会
っ
た
教
授
が
「
私
の

言
う
こ
と
を
唯
だ
ハ
イ
ハ
イ
と
聞
く
だ

け
の
学
生
な
ら
君
は
要
ら
な
い
」
と
言

わ
れ
た
影
響
も
あ
り
、
上
か
ら
降
ろ
す

一
斉
の
演
繹
型
学
習
法
も
い
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
帰
納
的
学
習
法
で
地
域
と

の
対
話
を
図
る
中
、
自
ら
地
域
に
親
し

み
を
持
ち
、
地
域
の
課
題
解
決
に
役
立

つ
に
は
何
を
学
び
、
何
を
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
か
…
の
動
機
づ
け

か
ら
始
ま
る
主
体
的
な
学
習
が
必
要
と

考
え
ま
し
た
。

初
め
は
ま
と
も
に
対
話
も
で
き
ず
、

地
元
自
治
会
の
お
ば
ち
ゃ
ん
に
言
葉
使

い
で
叱
ら
れ
て
い
た
学
生
が
、
自
ら
学

び
行
動
し
た
事
を
伝
え
、
地
域
に
健
や

か
さ
を
促
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
や
が

て
地
域
を
活
性
化
で
き
る
人
材
に
イ
キ

イ
キ
と
育
っ
て
く
れ
る
の
を
見
る
と
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

対
話
す
る
能
力
も
つ
い
て
「
松
本
大

学
生
は
大
勢
の
前
で
も
、
立
派
に
喋
る

こ
と
が
で
き
ま
す
ね
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
松
本
市
近
辺
で
は
公
民
館
活
動

が
盛
ん
で
文
化
の
レ
ベ
ル
を
押
し
上

げ
、
活
躍
の
場
は
多
く
、
さ
ら
に
7
万

部
に
も
達
す
る
よ
う
な
地
域
紙
も
い
く

つ
も
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
の
活

動
記
事
が
年
間
3
0
0
回
近
く
も
各
紙

に
掲
載
さ
れ
、
本
学
の
教
育
成
果
が
地

域
に
知
れ
渡
り
、
地
域
か
ら
支
援
を
求

め
る
要
望
も
絶
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対

応
し
て
地
域
づ
く
り
考
房
﹃
ゆ
め
﹄
を

開
設
し
て
受
付
し
、
学
生
を
地
域
に
放

り
出
し
て
い
ま
す
。
学
生
も
地
域
紙
上

で
の
評
価
を
喜
び
、「
地
元
活
動
を
続

け
た
い
」「
将
来
は
地
元
で
こ
ん
な
仕

事
に
つ
き
た
い
」
と
夢
を
描
い
て
く
れ

る
の
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
・

未
知
の
解
明
は
楽
し
い

ド
イ
ツ
か
ら
物
理
学
研
究
へ
の
、
今

か
ら
思
え
ば
最
後
の
誘
い
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、
中
学
の
頃
に
は
既
に
夢
見
て

い
た
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
つ
な
が
る
物
理
学

の
探
求
は
こ
こ
で
あ
き
ら
め
、
葛
藤
は

あ
り
ま
し
た
が
大
学
開
設
一
筋
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
開
設
と
地
方
創
生
、
人
材
育
成

の
未
知
の
分
野
で
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

す
る
自
分
が
、
物
理
学
に
取
り
組
む
の

と
同
様
に
、
今
で
は
開
拓
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
の
中
に
生
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。「

人
は
裏
切
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

自
然
は
裏
切
ら
な
い
」、「
人
間
関
係
は

複
雑
で
三
角
関
係
で
も
難
し
く
て
解
け

な
い
（
笑
）」
と
言
っ
て
い
た
私
が
、

学
長
室
を
飛
び
出
し
て
、
ひ
と
に
関
わ

り
、
ま
ち
に
関
わ
り
、
健
康
に
関
わ
っ

て
、
未
知
の
分
野
の
解
明
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

仲
間
と
関
わ
り
心
底
楽
し
め
る

こ
と
に
進
ん
で
ほ
し
い

大
学
開
学
や
学
部
増
設
等
で
、
人
や

知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
が
欲
し
い
時
、

豊
高
時
代
の
同
期
生
や
そ
の
知
り
合
い

に
頼
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
高
校

は
長
い
人
生
の
中
で
の
た
っ
た
3
年
間

で
す
が
、
多
感
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

の
後
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
人
間

関
係
を
育
ん
で
い
る
の
だ
な
と
、
今
に

な
っ
て
有
難
く
し
み
じ
み
と
思
い
ま
す
。

後
輩
で
あ
る
豊
高
の
在
校
生
に
は
、

進
学
は
偏
差
値
だ
け
で
選
ぶ
の
で
は
な

く
、
楽
し
く
打
ち
込
め
る
こ
と
を
指
針

に
進
路
を
見
出
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て

助
け
合
っ
た
り
、
励
ま
し
合
っ
た
り
、

支
え
合
っ
た
り
と
、
仲
間
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
と
期
待
し
ま
す
。

（
平
成
30
年
2
月
18
日
松
本
大
学
の
会
議
室

に
て
。
文
と
写
真
︹
背
景
の
画
に
は
早
春
の
信

州
の
山
が
描
か
れ
て
い
た
︺
＝
南
里
吉
彦
）

住吉廣行さん　茨城大学理学部物理学科卒業。1980年九州大学大学院理学研
究科理学博士取得。東京大学原子核研究所及び宇宙線研究所研究員、カリフォ
ルニア大学バークレー校客員研究員などを経て1986年松商学園短期大学専任
講師就任。2012年松本大学第3代学長に就任、地域と共に学生を育て「課題
解決型人材育成大学」の実現を目指す。

学
長
室
を
飛
び
出
し
て
地
元
へ

学
生
と
共
に
地
域
と
連
携
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■中2　故・西山夘三さん　昨年8月、大阪・梅田「リクシル
ギャラリー」で開かれた「超絶記録! 西山夘三のすまい採集

帖」展が好評裡に終った。西山さんは京都大学・工学部建築学科教授。「日
本人の住宅」に強い関心を持ち、いわゆるダイニングキッチンの生みの親。公
団住宅に「2DK」「3LDK」などキッチンと居間とを折衷したプランを提唱。
大阪万博の運営委員も務めた。トヨチュウ在校時から漫画家を目指すほどの
画上手。「大正の中学生」（1992年筑摩書房）で当時の豊中のまちや豊中
中学校の日常を面白く描いた。
■中16　吉本晴彦さん　5月30日死去。梅田「まるビル」などの経営者。「もっ
たいない」を信条に「大日本どケチ教」の教祖と名乗り、同期・故鳥井道夫さん
（サントリー副会長・豊陵会第15代豊陵会会長）らと共に「大阪の3大ドケチ」
との評判で大阪商人の基本を説いた。訃報と共にこのことが各紙で紹介された。
■高4　小西　岳さん　1月17日死去、83歳。理論物理学者、関西学院大
学理工学部名誉教授、関西エスペラント連盟名誉会長、エスペラント協会
（UEA）名誉会員、JEI「エスペラント日本語辞典」（2006年）編集主幹。
原作SF短編集”Vage tra la dimensioj”（1976年）、”La Flambirdo”（2001
年、手塚治虫『火の鳥（未来編）』の訳）等、原作・翻訳多数。「所属し
ていた豊中エスペラント会では、故人の訳した数多くの歌の中から”Sed ŝvelos 
nia esper’”（今日の日はさようなら）を選び、みんなで歌った。」と「関西エス
ペラント連盟機関紙『La Movado』2018.3」に掲載された。
■高5　内山敬康さん　平成29年春の叙勲、瑞宝中綬章を受章。広島大
名誉教授。分子生物学専攻。「増幅したがん遺伝子の細胞外排出によるが
ん細胞の正常化」などの研究多数。
■高8　新宮　晋さん　新年1日に井戸兵庫県知事と、芸術文化の力や自
然との調和などをテーマに「新春対談」が行われ、TV放映もされた。兵庫
県政150周年事業の一環として「新宮晋 地球のアトリエ 対談シリーズ」が始
まり、第1回は人間国宝で能楽小鼓方の大倉源次郎氏をお招きする。「新宮
晋 風のミュージアム」では今年も春秋2回の野外イベントを予定。4月21日には
「風のジャズVol.4」が催される。今年5月17日からルクセンブルク国立現代美
術館で「Susumu Shingu－SPACESHIP」が開催される。またパリでは、2
冊の絵本「旅する風」「太陽といっしょ」のフランス語版が出版され、ブックフェ
アに出展される。さらに5月15日から「Galerie Jeanne Bucher Jaeger」で個
展「Cosmos」が開かれる。
■高13　河村　洋さん　諏訪東京理科大学学長。平成30年2月1日付日刊
工業新聞。地域に密着した大学を、と進めてきた実績をもとに同大学の公立
化を実現。精密・光学機器や情報、自動車部品の産業が盛んな地域で工
学系人材のニーズから、県や市町村、産業界が大学の土地・建物を用意し、
大学はその運営を委託された形で「学生に魅力ある街をともに作る」。工学
系の2学科に経営を融合させる教育改革を進める。さらに工学をベースに農業・
食品や健康の新学科設立も検討したい、とインタビューに答えた。

■高13　髙岡浩子さん　豊中市南桜塚の大塚古墳歴史公園の清掃活動を
長年にわたって続けていることが生活情報誌「Oh-まちかね」7月号に紹介さ
れた。毎朝6時には家を出て道のゴミを拾いながら歩き、公園に着くとラジオ体
操を開始、その後1～ 2時間かけて公園の清掃をする。雨の日も関係なく16
年近く続いている。きっかけは「せっかく歩くのなら、ゴミでも拾いましょう」と話
したこと。「本当に良い公園、これからも活動を続けていきたい」。
■高17　加古　隆さん　2月11日大阪・いずみホールで、この秋公開される
映画「散り椿」の自作映画音楽などを中心としたコンサートを開いた。加古隆クァ
ルテットを編成、自らもピアノを演奏。3月4日にも東京・サントリーホールで開催した。
■高17　松下侃立(やすはる)さん　この会報86号の表紙に似顔絵作家とし
て登場したが、今は歌うことに注力。3月4日、23日には大阪・弁天町で「音
楽愛好家たちによるランチコンサート」で自慢ののどを披露した。
■高19　関澤　愛さん　東京理科大学大学院国際火災科学研究科教授。
現地6月14日未明のロンドン郊外の高層住宅大規模火災に際しNHKTV
ニュースで「なぜ短時間でビル全体に燃え広がったか」の解説に登場。「外
壁に燃えやすい断熱材や化粧用外壁材が使われていたため上階への延焼
が早いと見える。一旦火がつくと激しく燃え出す建材の例が海外には結構ある。
日本では平成8年広島市の市営住宅火災を教訓に高層建築の外壁には燃え
やすい材料を使用しないようにしているため、このような火災は起こらないと見て
いい」と語った。国際火災安全科学学会副会長、総務省消防庁消防審議
会専門委員をも務める。
■高21　加堂裕規さん　能勢東中学校より豊高入学。現在、豊友会（豊
中高校PTA同窓会）会長。平成21年「能勢高校を応援する会“町ぐるみ応
援団”」を能勢地元有志と共に発起し、「高校の存続発展が、能勢の町の
存続発展に不可欠」との様 な々取り組みが、「豊中高校能勢分校」に繋がっ
た。能勢分校発足に当たって次のように語った。「分校化決定の報を得て直
ぐに平野校長に電話しました。その時、校長から先に、本校にとっても有意義
で価値のある“能勢分校”です、と語ってくれました。奇しくも両校とも同時に
SGHの指定を受け、学校協議会長や運営指導委員として双方の教育内容
や研究発表を見聞きする機会を得ています。豊高生の研究発表はもちろん優
れた素晴らしいものですが、研究意図と語りたいことがピタッと伝わってくる能勢
高生の鋭い発表に、いつも感動を覚えています。広い農場も有する能勢高校
の、生徒の個性を磨き着実に進路開拓を実現してきた、キメ細かな少人数教
育の伝統、さらに、能勢の町の自然と人情豊かな教育環境との様 な々関わり
交流が、豊高本校の教育活動の充実発展に大いに寄与してくれると期待し
確信しています。」
■高22　小松輝久さん　横浜商科大学教授。専門は海洋生態学。平成
29年4月17日、中国の青島で開催されたUNESCOの政府間海洋学委員会
（IOC）－ 西部太平洋地域小委員会（IOC-WESTPAC）科学カンファレン
スでIOC-WESTPAC  Outstanding Scientist Award 2017を受賞。多くの
生態系サービスをもたらす沿岸生息場の保全のために沿岸生態系をマッピング
する衛星リモートセンシングプロジェクトのリーダーを2010年から務め、
WESTPAC域におけるこの分野の研究ネットワークの構築、研究協力の推進
を行った。また、IOCの能力開発の戦略構築に日本政府の代表として参加し、
貢献したこと、IOC Regional Research and Training Centerを日本に設置
するための準備活動を行ったことが高く評価された。詳しくは、http://
iocwestpac.org/news/811.html　を参照。
■高29　加藤芳哉さん　服部天神宮学園・服部幼稚園園長。11月3日、多
年にわたる私立幼稚園の振興への尽力を通じて豊中市の幼稚園教育の発展
に貢献したことで市教委から表彰を受ける。
■高63　池井　将さん　心臓の難病を患う小学2年生の岡崎雫さん(8歳)の
米国での心臓移植手術のための「しずくちゃんを救う会」の代表を務め7月か
ら活動を開始。各地での募金活動が9月29日付の朝日新聞始め多数のメディ
アで紹介され、12月26日に3億1千万円の目標額を達成した。豊陵会幹事・評
議員会でお礼のあいさつ文を配って感謝を表した。

■水泳部インターハイ出場祝い激励金を贈呈
7月22日「第71回近畿高等学校選手権水泳競技大会」の男子400メートルリレー

において、高70伊藤翔太朗君、青戸宏樹君、川口峻平君、高72山川加織君がイン
ターハイの「第85回日本高等学校選手権水泳競技大会」（8月17日、セントラルス
ポーツ宮城G21（仙台））への出場を決める。事前の8月9日、校長室で選手激励
会が行われ、平野校長に続いて豊陵会を代表して中尾事務局長から激励の言葉と
豊陵会からの旅費援助に加え、水泳部OB21期会の有志一同からも激励のメッセー
ジとともにインターハイ出場の祝い金が贈られた。
■週刊エコノミストに「連載・名門高校」で登場
毎日新聞の週刊「エコノミスト」2月6日号で連載「名門高校の校風と人脈」に

豊中高校が掲載された。冒頭で「文部科学省から、スーパーサイエンスハイスクー
ル」（SSH）とスーパーグローバルハイスクール（SGH）に指定されている。両方
を同時に指定されている高校は全国で二十数校しかない」などと紹介されている。

ミニ・ニュース
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トヨコウ 70 歳の誕生日
昭和 23 年 4 月、新制高校が発足

今年は戦後の教育制度の改革によって新制高校が発足して70年を迎える。戦後、義務教育が小学校6年・
新制中学3年の計9年に延長され、旧制中学・女学校が3年課程の新制高等学校に再編成された。米駐留軍
の指導は、「地域差のない教科内容」「複数学科」「男女共学」の3点だった。

旧制豊中中学校は、1948年3月で廃校と決まった市立豊中高女と、府立豊中高女(高校発足時に桜塚高
と改称)と教職員・男女生徒の交流を行ない、同年4月、府立豊中高等学校として新規スタートした。

トヨコウが豊中中学の歴史を引き継いで70年。当時、何かと話題になった事柄も歴史の記録となり、共
学のバランスが取れた高校として「SSH」「SGH」「GLHS」指定校にふさわしい活動をする高校に成長した。
ここに至るまで、カリキュラムの編成・実施などに歴代の先生方の苦心が多くあったことである。70年の
節目に「能勢分校」が発足したのも、トヨコウが地域に密着しつつ、さらに飛躍する契機と思われる。

新
制
高
校
の
発
足
に
望

む
＝
朝
日
新
聞
1
9
4
8

年
４
月
１
日
社
説
＝

四
月
の
新
学
期
を
迎
え

て
、
六
三
制
は
そ
の
第
二

年
に
入
り
、
旧
制
中
学
の

昇
格
し
た
新
制
高
校
が
全

面
的
に
発
足
し
、
新
制
大

学
の
は
し
り
で
あ
る
十
二

校
も
す
で
に
許
可
を
得
て

店
開
き
を
す
る
。

六
三
制
の
第
一
年
は
新

制
中
学
の
施
設
難
で
予
想

外
の
難
関
に
ぶ
つ
か
り
、

國
家
な
ら
び
に
地
方
自
治

体
の
財
政
事
情
か
ら
、
幾

度
か
そ
の
危
機
が
傳
え
ら

れ
た
が
地
元
民
の
寄
付
で

ど
う
や
ら
曲
り
な
り
に
も

乘
切
つ
て
き
た
。
六
三
制

は
第
二
年
に
入
っ
て
、
新

制
中
学
の
充
実
、
新
制
高

校
の
整
備
、
さ
ら
に
明
年

度
に
一
せ
い
に
発
足
す
る

新
制
大
学
の
準
備
な
ど

で
、
國
家
お
よ
び
國
民
の

負
担
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
る
。
し
か
し
お
互
に
乏

し
い
資
金
や
資
材
を
さ
い

て
、
六
三
制
の
完
遂
に
努

力
す
る
こ
と
が
、
文
化
國

家
と
し
て
発
足
し
た
わ
が

國
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
で

あ
る
。

大
学
予
科
的
な
性
格
を

も
ち
、
選
ば
れ
た
少
数
の

も
の
の
み
の
学
校
で
あ
っ

た
旧
制
高
校
に
対
し
、
新

制
中
学
を
卒
業
し
義
務
教

育
の
義
務
を
終
え
た
大
多

数
の
子
弟
を
収
容
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
新
制
高
校

は
、
い
た
ず
ら
に
旧
制
高

校
を
模
倣
せ
ず
、
新
し
い

教
育
目
的
に
適
應
し
た
校

風
を
築
き
上
げ
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

学
校
教
育
法
に
は
、
新
制

高
校
の
教
育
目
標
と
し
て

國
家
お
よ
び
社
会
の
有
爲

な
形
成
者
、
一
般
的
な
教

養
と
専
門
的
な
技
能
、
社

会
に
対
す
る
理
解
と
批
判

力
お
よ
び
個
性
の
確
立
を

あ
げ
て
い
る
。
こ
の
目
的

に
應
じ
て
新
制
高
校
設
置

基
準
が
出
来
上
が
り
、
新

制
高
校
の
編
制
と
設
置
の

基
準
が
定
め
ら
れ
た
が
、

わ
が
國
の
現
状
と
し
て
は

二
十
三
年
度
よ
り
厳
密
に

こ
の
基
準
に
よ
る
こ
と
は

困
難
だ
と
い
う
の
で
、
と

り
あ
え
ず
暫
定
基
準
を

作
っ
て
、
従
来
の
旧
制
中

学
が
無
理
な
し
に
新
制
高

校
に
な
れ
る
よ
う
に
便
宜

的
な
処
置
を
講
じ
た
。

そ
の
結
果
、
現
に
各
府

縣
の
設
置
委
員
会
や
教
育

審
議
会
で
、
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
旧
制
中
学
を
ど
し

ど
し
新
制
高
校
に
昇
格
せ

し
め
、
目
下
そ
の
入
学
試

験
を
行
い
つ
ゝ
あ
る
。

こ
ゝ
に
新
制
高
校
に
対
す

る
批
判
の
余
地
が
生
じ

る
。
こ
の
よ
う
な
新
制
高

校
が
は
た
し
て
そ
の
所
期

の
目
的
を
達
成
し
得
る
か

ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
本

來
な
ら
設
置
基
準
に
適
合

し
た
も
の
を
教
育
行
政
当

局
が
そ
の
地
方
の
新
制
中

学
と
の
ふ
り
あ
い
を
考
慮

し
た
上
で
、
新
制
高
校
と

認
め
る
べ
き
で
、
新
制
中

学
の
充
実
の
方
が
急
を
要

す
る
場
合
に
は
、
必
ず
し

も
新
制
高
校
に
昇
格
せ
し

め
る
必
要
は
な
い
は
ず
で

あ
る
。
新
制
高
校
が
で
き

て
も
、
そ
の
た
め
に
新
制

中
学
の
義
務
教
育
に
支
障

を
來
す
よ
う
な
新
學
制

は
、
決
し
て
健
全
な
も
の

と
は
い
え
な
い
。

新
制
高
校
の
特
色
の
一

つ
は
、
全
日
制
、
夜
間
制

の
そ
れ
と
な
ら
ん
で
設
け

ら
れ
る
定
時
制
高
校
で
あ

る
。
晝
間
働
く
も
の
の
た

め
の
夜
間
高
校
で
は
な

く
、
夜
間
に
も
進
学
出
來

ぬ
も
の
の
た
め
に
、
特
別

の
時
期
、
季
節
を
え
ら
ん

で
授
業
を
行
う
こ
の
定
時

制
高
校
は
、
農
閑
期
を
利

用
し
て
そ
の
学
び
た
い
と

思
う
学
科
の
單
位
を
修
め

る
便
宜
を
與
え
る
点
に
お

い
て
、
と
く
に
地
方
農
山

魚
村
の
青
年
層
に
対
す
る

劃
期
的
な
教
育
制
度
と
い

え
よ
う
。
在
籍
百
四
十
万

人
と
い
わ
れ
る
青
年
学
校

は
、
本
年
三
月
を
も
っ
て

廃
校
と
な
っ
た
。
働
き

つ
ゝ
学
ぶ
も
の
に
対
す
る

教
育
施
設
は
、
こ
の
定
時

制
高
校
に
ま
つ
こ
と
大
と

い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

文
部
省
は
こ
の
定
時
制

高
校
の
た
め
に
、
一
市
郡

に
中
心
校
に
通
え
ぬ
も
の

の
た
め
に
分
校
を
設
け
、

全
國
で
約
五
千
校
、
収
容

人
員
七
十
万
に
要
す
る
経

費
と
し
て
六
億
余
円
を
要

求
し
て
い
る
が
、
今
ま
で

の
と
こ
ろ
全
額
削
除
さ
れ

て
、
四
月
開
校
に
は
到
底

間
に
合
わ
な
い
状
態
で
あ

る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は

な
い
、
二
十
二
年
度
新

制
中
学
の
追
加
予
算

六
億
四
千
万
円
も
、
四

月
分
の
暫
定
予
算
に
も
姿

を
あ
ら
わ
し
て
い
な
い
。

「
六
三
制
の
完
成
な
ら
び

に
定
時
制
高
等
学
校
そ
の

他
に
よ
る
勤
労
者
教
育
の

実
現
を
期
す
」
と
い
う
、

三
党
政
策
協
定
は
、
ま
っ

た
く
の
空
文
と
化
し
て
顧

み
ら
れ
な
い
有
様
で
あ

る
。
六
三
制
や
勤
労
者
教

育
に
対
す
る
政
府
の
熱
意

を
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

新
制
高
校
に
つ
い
て
は

そ
の
他
、
通
信
教
育
や
男

女
共
学
な
ど
の
目
新
し
い

問
題
が
あ
る
。
定
時
制
の

高
校
も
間
に
合
わ
ぬ
と
す

れ
ば
、
そ
の
対
策
と
し
て
、

高
等
学
校
の
通
信
教
育
施

設
を
急
速
に
設
け
て
、
ラ

ジ
オ
に
よ
る
な
り
、
そ
の

他
の
通
信
方
法
に
よ
っ

て
、
向
学
の
希
望
に
も
え

る
青
年
層
の
た
め
、
高
等

教
育
を
與
え
ね
ば
な
ら

ぬ
。
ま
た
新
制
高
校
は
、

男
女
教
育
の
機
会
均
等
を

そ
の
信
條
と
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
男

女
の
共
学
を
必
要
と
せ

ず
、
こ
と
に
現
在
の
施
設

で
は
共
学
は
か
な
り
困
難

で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も

男
女
に
平
等
の
進
学
の
機

会
を
與
え
ね
ば
な
ら
ず
、

そ
の
教
育
内
容
も
同
じ
水

準
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

発
足
し
た
ば
か
り
の
新

制
高
校
に
多
く
注
文
す
る

の
は
無
理
で
あ
ろ
う
が
、

選
定
基
準
に
よ
っ
て
昇
格

し
た
新
制
高
校
と
し
て

は
、
こ
れ
に
満
足
す
る
こ

と
な
く
、
物
的
に
も
質
的

に
も
漸
次
そ
の
内
容
を
充

実
し
、
各
地
方
の
文
化
の

中
心
施
設
と
し
て
の
機
能

を
備
え
、
教
育
と
土
地
の

生
徒
を
密
接
に
結
び
付
け

る
媒
介
体
と
し
て
成
長
す

る
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な

い
。
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豊中高校創立
100周年の夢

あと❸年

思い出を積み重ねて
大切な思い出
記録も写真もないけれど･･･

　

こ
の
写
真
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
ど
う
お
感
じ
で

し
ょ
う
か
。
私
達
豊
中
中
学
校
第
21
回
生
は
昭
和

16
年
の
大
東
亜
戦
争
（
第
二
次
世
界
大
戦
）
の
始

ま
っ
た
年
に
入
学
し
て
、
終
戦
の
年
の
昭
和
20
年

（
１
９
４
５
年
）
に
、
戦
争
中
特
例
に
よ
っ
て
、
５

年
生
と
一
緒
に
卒
業
し
ま
し
た
。卒
業
し
た
と
い
っ

て
も
、
勤
労
動
員
中
の
職
場
で
、
４
組
担
任
の
川

端
先
生
か
ら
口
答
で
卒
業
を
告
げ
ら
れ
た
だ
け
で
、

引
き
続
き
、
５
月
頃
ま
で
、
工
場
で
汗
水
た
ら
し

て
働
い
て
お
り
ま
し
た
。
特
に
私
の
よ
う
に
大
柄

の
者
は
、
燃
え
盛
る
溶
解
炉
の
前
で
ス
コ
ッ
プ
を

持
っ
て
鉄
屑
を
始
め
原
材
料
を
掘
り
込
む
仕
事
を

し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
一
層
で
す
。
Ｂ
29
の
米

軍
爆
撃
機
に
よ
る
焼
夷
弾
や
焼
夷
カ
ー
ド
の
落
下

で
逃
げ
回
っ
た
事
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

中
学
校
の
勤
労
動
員
は
、
２
年
生
の
秋
に
服
部

や
庄
内
の
稲
刈
り
に
始
ま
り
、
曽
根
の
高
射
砲
陣

地
を
造
る
為
の
土
方
仕
事
な
ど
、
短
期
間
の
も
の

か
ら
始
ま
り
、
３
年
生
、
４
年
生
、
は
全
く
授
業

無
し
で
、
宝
塚
線
三
国
駅
で
降
り
て
橋
を
渡
っ
て

神
崎
川
に
沿
っ
て
５
０
０
ｍ
ほ
ど
下
っ
た
と
こ
ろ

に
、
大
阪
電
気
鋳
工
と
い
う
軍
艦
な
ど
の
パ
イ
プ

の
途
中
を
つ
な
ぐ
バ
ル
ブ
を
、
屑
鉄
を
電
気
炉
で

溶
か
し
、
鋳
型
に
流
し
込
み
、
冷
え
た
ら
外
し
て
、

ピ
カ
ピ
カ
に
研
磨
し
て
製
品
に
す
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
工
員
さ
ん
と
同
じ
仕
事
を

や
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

終
戦
の
年
の
秋
だ
っ
た
と
思
う
が
、
４
年
４
組

の
私
た
ち
は
、
長
ら
く
校
舎
を
見
て
い
な
い
豊
中

中
学
校
に
集
っ
て
、４
年
間
担
任
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
、
川
端
省
治
先
生
を
囲
ん
で
、
雑
談
を
し
よ
う

と
集
っ
て
、
校
舎
玄
関
前
で
撮
っ
た
の
が
、
こ
の

写
真
で
す
。

　

予
科
練
習
生
還
り
の
海
軍
兵
学
校
の
制
服
を
着

た
人
が
お
り
ま
す
が
、
外
に
陸
軍
士
官
学
校
還
り

の
一
人
と
海
軍
兵
学
校
還
り
が
一
人
お
り
ま
す
。

角
帽
に
黒
学
生
服
の
大
阪
市
立
と
私
立
の
四
年
制

大
学
生
と
工
専
や
医
専
へ
い
っ
た
丸
帽
の
比
較
も
、

分
か
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
４
年
制
国
立
大
学
へ

進
学
し
た
者
が
５
名
お
り
ま
す
。
家
業
を
継
い
だ

者
以
外
、
全
員
が
希
望
の
学
校
に
進
学
で
き
た
事

は
珍
し
い
事
で
す
。
年
に
１
回
集
ま
る
﹃
志
友
会
﹄

の
始
ま
り
で
す
。

　

１
年
Ｇ
組
、
２
年
３
年
は
Ｉ
組
、
あ
っ
と
い
う

間
の
３
年
間
で
し
た
。
Ｉ
組
で
は
放
課
後
、
青
池

ま
で
出
か
け
て
、
語
り
合
っ
た
り
、
合
唱
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

　

豊
高
の
図
書
館
は
楽
し
い
落
ち
着
け
る
場
所
で

し
た
。始
め
は
調
べ
も
の
を
し
た
り
、自
習
し
た
り
。

３
年
生
の
後
半
に
は
雑
誌
を
見
た
り
考
え
事
を
し

た
り
、
楽
し
い
落
ち
着
け
る
場
所
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
な
か
っ
た
修
学
旅
行
は
ほ
ろ
苦
い
思
い

出
の
一
つ
。
男
女
別
々
に
、
関
東
、
九
州
方
面
へ

行
く
と
聞
い
て
、
そ
れ
は
無
い
だ
ろ
う
と
学
校
と

か
け
あ
っ
た
の
で
す
が
、
か
な
え
ら
れ
ず
、
皆
は

男
女
別
々
に
九
州
へ
、
関
東
方
面
へ
と
旅
立
っ
て

行
き
ま
し
た
。
私
達
数
人
は
不
参
加
。
学
校
に
残
っ

て
の
自
習
㆐
遠
い
ち
ょ
っ
ぴ
り
悲
し
く
さ
び
し
い

思
い
出
で
し
た
。

　

結
婚
後
、
福
岡
、
東
京
、
群
馬
ま
た
東
京
と
転

勤
生
活
で
し
た
が
、
豊
陵
会
東
京
支
部
の
お
手
伝

い
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
先

輩
方
々
と
お
会
い
し
て
、
大
き
な
思
い
出
が
出
来

ま
し
た
。

　

同
期
の
仲
間
達
と
は
、
若
い
頃
は
ハ
イ
キ
ン
グ

や
旅
を
楽
し
み
、
今
は
美
味
し
い
物
を
食
べ
、
美

味
し
い
お
酒
や
ビ
ー
ル
を
味
わ
い
、
楽
し
く
語
り

合
っ
て
い
ま
す
。

　

百
周
年
に
向
け
て
、
ま
す
ま
す
の
発
展
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

私
は
１
年
で
は
川
上 

寛
さ
ん
や
数
井
さ
ん
と
同

じ
ク
ラ
ス
で
し
た
が
、
２
年
生
に
な
る
時
に
父
の

転
勤
で
東
京
の
高
校
に
転
校
し
ま
し
た
。
因
み
に

こ
の
転
向
し
た
高
校
も
豊
高
（
都
立
豊
多
摩
高
校
）

と
言
い
、
ま
た
ま
た
旧
13
中
（
東
京
府
立
13
中
）

で
し
た
。
野
球
部
で
の
想
い
出
は
、
１
年
生
の
時

川
上 

寛
さ
ん
と
同
じ
ク
ラ
ス
、
ア
イ
ウ
エ
オ
順
の

席
配
置
だ
っ
た
の
で
、
私
の
前
は
川
上
さ
ん
の
席
。

甲
子
園
夏
の
大
会
予
選
で
是
非
出
場
し
た
い
が
人

数
が
１
名
足
り
な
い
と
の
事
で
川
上
さ
ん
か
ら
応

援
求
め
ら
れ
、
９
番
・
ラ
イ
ト
で
助
っ
人
を
し
ま

し
た
。
そ
の
時
は
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
３
回
で
１

度
も
ボ
ー
ル
に
擦
れ
も
し
な
い
、
超
超
空
振
り
、

ラ
イ
ト
に
は
一
度
も
ボ
ー
ル
が
来
な
く
て
コ
ー
ル

ド
負
け
で
し
た
。

　

ま
た
、
奇
遇
と
は
あ
る
も
の
で　

同
じ
ク
ラ
ス

の
数
井
さ
ん
と
は
入
社
式
で
本
当
に
バ
ッ
タ
リ

会
っ
て
び
っ
く
り
び
っ
く
り
。
お
前
何
故
こ
の
会

社
と
お
互
い
に
言
っ
て
い
た
ら
50
代
に
な
っ
て
今

度
は
同
じ
業
務
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

更
に
、
勤
務
の
会
社
で
の
大
阪
勤
務
の
時
、
真
ん

前
の
ビ
ル
が
阪
和
興
業
で
、
あ
る
時
の
同
窓
会
で

北
さ
ん
か
ら
入
会
を
勧
め
ら
れ
、
同
窓
会
の
規
則

で
卒
業
生
で
は
な
く
て
も
在
学
生
な
ら
Ｏ
Ｋ
と
の

事
で
入
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

縁
と
は
も
っ
と
あ
り
ま
し
て
、
よ
く
海
外
の
山

に
登
る
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
の
で
す
が
、
数
年
前

に
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
ら
７
人

の
全
国
参
加
者
の
内
３
年
先
輩
の
女
性
が
豊
高
の

先
輩
と
び
っ
く
り
し
て
い
た
ら
、
も
う
一
人
私
も

豊
高
出
身
（
５
年
先
輩
）
と
全
国
７
人
の
内
３
人

が
同
窓
生
と
言
う
事
も
あ
り
ま
し
た
。

「
卒
業
式
が
な
か
っ
た
？
」

�
 

中
22
　
岩
本
恵
一

思
い
出
さ
ま
ざ
ま

 

高
₁₀
　
菅
原
　
由
紀
（
旧
・
近
藤
）

豊
高
と
の
ご
縁

�

高
₁₃
　
川
瀬
　
芳
彦
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高 45 ホーム
カミング25 に

集まれ！

こ
ん
な
こ
と

は
が
き
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

創
立
１
０
０
周
年

わ
た
し
の
夢

▼
中
17　
廣
瀬
精
一

豊
中
市
内
に
あ
る
グ
ラ
ン
ド
と
豊
高
の
校
庭
を
利

用
し
、
豊
高
の
歴
史
１
０
０
年
を
振
り
返
っ
て
、

５
年
単
位
で
特
徴
の
あ
る
行
事
を
決
め
て
（
大
体

20
ぐ
ら
い
）
行
事
の
概
要
を
展
示
す
れ
ば
ど
う
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
私
の
場
合
の
在

学
中
５
年
間
で
見
る
と
主
な
行
事
と
し
て
は
（
１
）

中
学
1
年
の
夏
休
み
の
「
菅
平
高
原
生
活
」（
２
）

軍
事
訓
練（
３
）農
耕（
食
料
増
産
の
一
助
と
し
て
）

を
取
り
上
げ
て
展
示
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

▼
中
23　
芳
賀　
洋

・
１
０
０
周
年
記
念
植
樹
。

・�

豊
中
高
校
が
ス
ポ
ー
ツ
で
も
よ
り
名
が
売
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
い
ま
す
。

▼
高
４　
大
淵　
恂

・�

サ
ン
ト
リ
ー
に
頼
ん
で
「
創
立
１
０
０
周
年
記

念
ボ
ト
ル
」
を
１
０
０
本
限
定
で
造
っ
て
も
ら

い
、
同
窓
会
総
会
で
抽
選
販
売
。

・�

車
に
つ
け
る
ド
派
手
な
記
念
エ
ン
ブ
レ
ム
。

（
１
０
０
個
限
定
）

▼
高
15　
森
（
野
村
）
満
代

「
ド
リ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
会
場
で

の
、
豊
高
出
身
の
ア
ー
チ
ス
ト
に
よ
る
歌
唱
や
楽

器
演
奏
。（
現
役
高
校
生
や
教
師
も
あ
り
）
全
て
豊

高
関
係
者
を
起
用
。
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
テ
ン
ポ

の
速
い
進
行
。
夢
の
よ
う
な
楽
し
い
ひ
と
と
き
が

過
ご
せ
れ
ば
幸
せ
に
感
じ
ま
す
。

▼
高
23　
柴
田　
尚

「
国
際
交
流
の
活
発
化
」
10
カ
国
程
度
と
各
姉
妹
校

の
関
係
を
締
結
し
、
留
学
生
の
受
入
れ
と
留
学
の

機
会
の
創
出
を
す
る
。
そ
の
為
の
基
金
の
設
立
。

「
強
い
ク
ラ
ブ
の
実
現
」
運
動
部
、
文
化
部
で
全
国

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ク
ラ
ブ
が
活
躍
す
る
姿
を
見
た

い
。
そ
の
為
に
強
化
ク
ラ
ブ
を
選
定
し
、
全
校
で

応
援
。
例
え
ば
野
球
で
甲
子
園
出
場
な
ん
て
、
夢

で
す
か
ね
～

▼
高
24　
明
間　
博

巨
大
な
杉
の
木
を
二
本
校
舎
の
前
に
復
活
さ
せ
る
。

▼
高
26　
八
木
欣
平

同
期
の
連
中
と
学
生
服
を
着
て
同
じ
教
室
に
座
る

と
い
う
の
は
憧
れ
ま
す
。
少
し
現
実
的
な
と
こ
ろ

で
、
O
B
・
O
G
が
可
能
な
限
り
校
庭
に
集
ま
っ

て
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
か
な
。「
絵
」
に
な
り
そ
う
な

気
が
し
ま
す
。

▼
高
29　
高
木
晃
代

１
０
０
年
前
か
ら
そ
の
後
の
皆
様
の
生
活
の
歴
史

を
知
り
た
い
。
例
え
ば
、
ど
ち
ら
に
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
？
日
本
各
地
？
世
界
各
地
？
分
布
図
に
し
た

ら
一
目
瞭
然
で
す
よ
ね
。

▼
高
30　
村
上
浩
祥

・�

豊
高
生
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
、
も
う

一
度
高
校
生
活
を
送
っ
て
み
た
い
。
今
に
な
っ

て「
も
っ
と
勉
強
を
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
。」

と
思
う
。
あ
ん
な
に
恵
ま
れ
た
学
習
環
境
で
真

摯
に
勉
強
し
直
し
た
い
。

・�

豊
高
の
教
室
で
も
う
一
度
授
業
を
受
け
て
み
た

い
。
何
の
教
科
で
も
い
い
。
Ｏ
Ｂ
の
先
生
か
現

役
の
先
生
か
は
問
わ
な
い
の
で
、
ち
ゃ
ん
と
報

酬
を
お
渡
し
し
て
、
講
座
を
開
い
て
も
ら
え
る

と
う
れ
し
い
。
た
と
え
１
時
間
（
50
分
で
も
）

▼
高
34　
大
石
美
香

・�

歴
代
の
担
任
・
教
科
担
任
の
先
生
方
に
よ
る
年

代
順
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
制
作
す
る
。（
ご

存
命
か
つ
賛
同
い
た
だ
け
る
方
だ
け
で
よ
い
の

で
）
尊
敬
し
て
や
ま
な
い
先
生
方
に
も
う
一
度

お
目
に
か
か
り
た
い
も
の
で
す
。

・�

豊
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
園
遊
会
を
開
催
す
る
。
著

名
人
Ｏ
Ｂ
だ
け
で
な
く
、
市
井
の
私
共
も
参
加

で
き
る
と
尚
よ
い
で
す
。
主
催
者
を
現
校
長
と

い
う
こ
と
で
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

・�

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
で
豊
高
音
楽
祭
を
挙

行
す
る
。

【
質
問
】

①
修
学
旅
行
の
思
い
出　

②�

下
校
途
中
ど
こ
に
寄
り
道
し
ま
し
た
か　

③
名
物
先
生
に
つ
い
て

④
体
育
祭
の
思
い
出

⑤�

「
豊
陵
会
」
と
い
え
ば
、ど
ん
な
こ
と
を
連
想
し

ま
す
か

⑥�

あ
な
た
の
「
同
期
会
」
に
何
を
思
い
浮
か
べ
ま

す
か

■
高
２　
政
木　
武

④
体
育
祭
な
ん
て
無
か
っ
た
け
れ
ど
…
１
９
４
８

年
の
夏
休
み
（
８
月
）
に
、
校
庭
の
ど
真
ん
中
に

櫓
を
組
ん
で
盆
踊
り
。
世
話
好
き
な
（
？
）
上
級

生
（
高
１
期
生
）
の
ご
尊
父
経
営
の
大
嶋
組
（
大

工
業
）
が
組
み
上
げ
た
櫓
の
ま
わ
り
を
２
晩
踊
る
。

入
場
料
10
円
。
産
經
新
聞
に
辛
口
の
記
事
が
載
っ

て
い
た
。

⑥
同
期
生
に
国
体
選
手
が
い
た
ぞ
ぉ
…
１
９
４
８

年
秋
の
第
２
回
国
民
体
育
大
会
（
ｉ
ｎ
金
沢
）
に

体
操
部
の
斉
藤
省
三
選
手（
高
２　

故
人
）が
出
場
。

同
時
に
出
場
し
た
ア
メ
フ
ト
部
も
併
せ
て
、
大
阪

駅
で
声
高
ら
か
に
〝
輝
け
風
と
光
…
〟
と
と
も
に

見
送
っ
た
。

■
高
８　
伊
達
仁
彦　

②
期
末
試
験
の
終
わ
っ
た
日
は
豊
中
駅
西
側
に

あ
っ
た
豊
中
唯
一
の
洋
画
上
映
館
「
豊
中
劇
場
」

に
寄
り
道
。
洋
画
を
観
る
の
が
こ
の
上
な
い
楽
し

み
だ
っ
た
。
忘
れ
た
事
の
無
い
楽
し
み
な
寄
り
道

で
し
た
。

③
英
語
の
藤
原
弘
一
先
生
は
サ
マ
セ
ッ
ト
・
モ
ー
ム

のT
he O

utstation

、
そ
し
てT

he Sum
m

ing 
U

p

へ
と
読
解
力
を
試
さ
れ
る
試
練
が
続
く
な
か
、

寄
せ
書
き
高
45

■�

豊
高
と
い
え
ば
芝
生
の
中
庭
。
ク
ラ
ス
写
真

も
中
庭
で
撮
っ
た
し
、
お
弁
当
を
持
っ
て

行
っ
て
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
で
食
べ
た
り
も
し

て
。
ポ
カ
ポ
カ
と
日
向
ぼ
っ
こ
が
で
き
る
中

庭
は
、「
豊
中
温
泉
」
と
言
わ
れ
て
い
た
校

風
に
ぴ
っ
た
り
で
し
た
。
７０
周
年
で
「
風
と

光
」
が
で
き
た
時
、
突
然
ピ
カ
ッ
と
光
が
飛

ん
で
く
る
の
で
、
最
初
は
び
っ
く
り
し
た
な

〜
。（
西
野
（
忽
那
）
純
子
）

■�

授
業
を
ま
と
も
に
受
け
な
い
落
ち
こ
ぼ
れ
生

徒
で
、
英
語
も
苦
手
科
目
で
し
た
が
、
近
藤

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
Ｌ
Ｌ
は
大
好
き
で
し
た
。

名
作
「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」
を
、
先
生
手
作
り

の
台
本
を
片
手
に
観
て
、
映
画
の
展
開
に
ワ

ク
ワ
ク
し
っ
放
し
。
モ
ロ
ッ
コ
を
旅
す
る
の

は
、
い
ま
だ
に
私
の
夢
で
あ
り
続
け
て
い
ま

す
！
（
西
岡
（
加
納
）
佐
知
子
） 

■�
学
年
カ
ラ
ー
で
あ
る
緑
の
カ
ッ

テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
に
、
太
め
の
ゴ

シ
ッ
ク
体
の
数
字
の
レ
タ
リ
ン

グ
ス
テ
ッ
カ
ー
で
許
可
番
号
っ

ぽ
い
数
字
を
入
れ
、「
豊
中
高
校
」

と
い
う
文
字
は
精
巧
に
手
書
き
。

そ
ん
な
「
公
式
風
」
ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼
っ
た
自
転
車
で
よ
く
通
学

し
て
い
ま
し
た
。�

�（
寺
田
陽
亮
）

豊
高
あ
ん
な
こ
と

豊
高
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
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高 20 ホーム
カミングアゲインに

集まれ！

先
生
か
ら
基
礎
を
た
た
き
込
ま
れ
た
事
に
対
し
、

感
謝
以
外
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
の
書
棚
の
一
角

に
当
時
読
ん
だ
茶
色
い
表
紙
のT

he O
utstation

が
あ
の
時
代
へ
の
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
の
様
な
風
格

を
保
っ
て
い
ま
す
。

⑥
現
役
中
は
縁
の
薄
い
存
在
で
す
が
、リ
タ
イ
ア
ー

す
る
と
同
期
会
へ
の
想
い
は
強
く
な
る
。
長
く
海

外
で
の
生
活
を
体
験
し
て
、
２
０
１
６
年
に
帰
国
、

同
期
と
の
交
歓
が
身
近
に
な
っ
た
事
は
殊
の
外
う

れ
し
い
こ
と
で
す
。

■
高
12　
太
田
垣
靖
子

②
当
時
寄
り
道
禁
止
だ
っ
た
の
で
す
が
、
豊
中
駅

前
の
11
期
生
の
方
の
お
店
「
笹
の
家
」
に
行
っ
た

事
が
あ
り
ま
し
た
。

③
７
期
生
の
兄
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
英
語
の
平
井

先
生
。
あ
だ
名
は
「
あ
ほ
」。﹃
来
週
不
意
試
験
を

し
ま
す
﹄。
満
員
電
車
で
岡
町
駅
を
聞
か
れ
﹃
私
が

降
り
る
一
つ
手
前
で
す
﹄
と
言
わ
れ
た
事
か
ら
つ

い
た
そ
う
で
す
。

⑥
よ
く
お
世
話
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
が
入
院

中
と
か
。
最
近
訃
報
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
、
さ
び

し
く
な
り
ま
す
。
毎
月
活
動
さ
れ
て
い
る
一
水
会

も
続
い
て
い
る
と
の
事
。
ぜ
ひ
、
継
続
し
て
頂
き

た
い
も
の
で
す
。
遠
く
て
参
加
出
来
な
い
の
が
残

念
で
す
。
皆
様
ど
う
ぞ
お
元
気
で
！

■
高
16　
三
甲
野
敏
子

①
長
野
県
で
し
た
。
信
州
善
光
寺
で
記
念
撮
影
。

島
崎
藤
村
記
念
館
、
鬼
押
し
出
し
に
も
行
き
ま
し

た
。
白
樺
湖
の
景
色
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
の
で
す

が
、
女
子
の
宿
舎
が
悪
か
っ
た
の
で
、
文
句
が
で

た
と
思
い
ま
す
。
お
土
産
は
り
ん
ご
で
し
た
。

③
２
・
３
年
の
担
任
は
豊
高
の
卒
業
生
の
藤
上
先
生

で
し
た
。
き
さ
く
で
、
話
し
や
す
い
先
生
で
、
豊

高
の
事
も
い
ろ
い
ろ
教
え
て
頂
け
ま
し
た
。
奥
様

も
豊
高
の
卒
業
生
だ
そ
う
で
す
。

⑥
「
銀
杏
会
」「
同
窓
会
」
で
す
。
今
年
の
６
月

16
日
（
土
）
で
12
回
目
で
す
。
多
く
の
方
の
努
力

で
続
い
て
い
ま
す
。
１
人
で
も
多
く
の
方
が
参
加

さ
れ
、
楽
し
い
会
に
な
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

16
期
の
高
坂
さ
ん
が
会
長
と
の
事
な
の
で
皆
で
応

援
い
た
し
ま
し
ょ
う
！

■
高
20　
高
田
裕
文

①
修
学
旅
行
（
北
九
州
）
中
の
宿
で
同
室
の
み
ん

な
が
ふ
ざ
け
合
い
、
旅
館
の
布
団
を
ビ
リ
ビ
リ
に

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
後
、
何
の
お
と
が
め
も
な

か
っ
た
で
す
が
、
そ
の
間
、
神
経
を
ピ
リ
ピ
リ
さ

せ
て
い
た
こ
と
、
未
だ
に
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

③
名
物
先
生
は
あ
ま
り
に
多
す
ぎ
て
、
選
ぶ
な
ど

と
い
う
失
礼
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑤
役
員
の
方
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識

の
高
さ
と
ご
努
力
が
豊
陵
会
の
隆
盛
、

そ
し
て
、
そ
れ
を
通
し
て
世
代
を
越

え
た
交
流
実
現
を
も
た
ら
し
て
い
る

と
考
え
る
と
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

■
高
22　
横
手
誠
人

②
軟
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
練
習
終
了
後
、
正
門
前
の

店
で
チ
ェ
リ
オ
飲
ん
で
、
梅
花
高
校
近
く
の
お
好

み
焼
き
を
食
べ
た

③
数
学
の
森
幸
之
先
生
。
東
京
ボ
ン
タ
の
物
ま
ね

を
し
な
が
ら
笑
い
を
取
っ
て
い
た
が
、
授
業
は
で

き
る
人
に
し
か
分
か
ら
な
い
授
業
。

⑤
卒
業
生
名
簿
の
同
姓
は
わ
た
し
の
父
親
と
従
兄

弟
の
み
（
計
３
名
）

■
高
30　
名
和
道
紀

③
数
学
の
盛
先
生
、
生
物
の
八
幡
先
生
、
英
語
の

引
野
先
生
な
ど
、
数
十
年
、
豊
高
に
居
続
け
た
先

生
達
は
皆
面
白
か
っ
た
。

④
１
年
か
ら
３
年
の
同
じ
ク
ラ
ス
が
一
つ
に
な
り
、

ク
ラ
ス
別
の
対
抗
戦
。
１
年
の
時
、
練
習
の
時
に

三
年
生
が
大
人
び
て
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。

⑤
仲
が
い
い
、
品
が
い
い
、
お
と
な
し
い
。

■
高
45　
市
原
史
津
子

②
土
曜
日
の
ク
ラ
ブ
帰
り
は
千
里
中
央
の
１
０
０

円
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
屋
さ
ん
に
寄
っ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
も
バ
ニ
ラ
と
チ
ョ
コ
の
ミ
ッ
ク
ス
味
。
そ
の

後
は
、
ロ
ッ
テ
リ
ア
で
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
の
Ｌ
サ

イ
ズ
が
定
番
で
し
た
。
携
帯
電
話
も
な
い
時
代
、

い
つ
ま
で
喋
っ
て
も
喋
り
足
り
な
く
て
、
家
で
手

紙
を
書
い
て
学
校
で
渡
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

③
化
学
の
田
中
忍
先
生
。と
に
か
く
声
が
大
き
い
！

一
番
前
の
席
に
は
、
割
れ
た
チ
ョ
ー
ク
が
飛
ん
で

く
る
！
ス
リ
リ
ン
グ
で
大
好
き
で
し
た
が
、
授
業

の
内
容
は
ち
っ
と
も
覚
え
と
り
ま
せ
ん
。
先
生
ご

め
ん
…
。

⑤
わ
が
家
は
姉
２
人
、お
じ
、い
と
こ
も
豊
高
卒
業
。

法
事
は
プ
チ
豊
陵
会
で
す
。

☆☆☆　ご寄稿ありがとうございました　☆☆☆ 9 ～ 11面は、協力金をお振込いただいた際に、添え書き（短信）のあった方々の中から、
ご寄稿のお願いを致しました。協力金ともども重ねて御礼申し上げます。

「豊陵会会員名簿2015」

Ｂ５版サイズ　　本文787頁＋広告114頁
中１回～高60期の会員　5,000円(送料共）
高61期～高70期の会員　4,000円(送料共）
※卒業生データの掲載は高67期生までになります

購入お申込みは豊陵会事務局にご連絡ください
電話：06-6849-4973　
Mail：offi  ce@houryou.org

（2015年11月発行）を販売しています

目次内容は豊陵会ホームページで
紹介しています
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70期生　357人が卒業

平成29年度卒業証書授与式（写真右が平野校長）

学
校
ニ
ュ
ー
ス

の
ペ
ー
ジ

第
22
代
校
長
、
高
校
32
期
の
平
野
で

ご
ざ
い
ま
す
。
豊
陵
会
の
皆
様
方
に
は
、

母
校
発
展
の
た
め
、
ご
支
援
・
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
平
成
28
年
度
に
校
長

と
し
て
着
任
し
早
2
年
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
の
春
、
70
期
生
が
卒
業
し
ま
し
た
。

卒
業
式
の
式
辞
で
、
わ
た
し
が
豊
高
生

の
頃
に
英
語
の
授
業
で
習
っ
た
「
星
の

王
子
様
」
の
一
節
を
引
用
し
ま
し
た
。

原
語
で
は
“On ne voit bien quʼavec 

le coeur. Lʼessentiel est invisible 
pour les yeux.

”（
心
で
し
か
よ
く
見

豊
高
新
時
代
の
幕
開
け

そ
し
て
創
立
1
0
0
周
年
に
む
け
て

豊
中
高
校 

校
長
　
平
野 

裕
一

え
な
い
ん
だ
。
大
切
な
も
の
は
目
に
は

見
え
な
い
ん
だ
。）
で
す
。
何
で
も
可
視

化
さ
れ
る
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
可

視
化
で
き
な
い
も
の
の
価
値
を
知
っ
て

い
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
訴

え
か
け
ま
し
た
。

さ
て
、
平
成
29
年
度
は
、
豊
中
高
校

に
と
っ
て
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
年
で
し
た
。

ま
ず
、
平
成
30
年
度
入
学
生
（
高
校

73
期
）
か
ら
、
普
通
科
の
募
集
が
停
止

さ
れ
、
文
理
学
科
の
み
の
募
集
と
な
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
慣
れ
親
し
ん

だ
普
通
科
の
募
集
が
な
く
な
り
、
大
阪

府
が
指
定
す
る
〝
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
〟
と
し
て
の
さ
ら
な
る
充
実

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、

こ
の
入
学
生
か
ら
大
学
入
試
制
度
が
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
知
識

重
視
型
の
入
試
か
ら
、
思
考
力
・
判
断

力
や
英
語
の
「
話
す
」
力
な
ど
が
評
価

さ
れ
る
新
た
な
制
度
と
な
り
ま
す
。
豊

高
生
の
進
路
第
一
希
望
実
現
の
た
め
、

新
制
度
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
教
職
員

一
同
、
教
材
開
発
・
授
業
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

次
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
府
立
能
勢

高
校
の
募
集
が
停
止
さ
れ
、
豊
中
高
校

能
勢
分
校
と
し
て
の
募
集
が
始
ま
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。
す
で
に
こ
の
1

月
1
日
付
け
で
、
向
井
幸
一
能
勢
高
校

校
長
に
対
し
て
、
豊
中
高
校
准
校
長
と

し
て
の
兼
務
発
令
が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。
共
に
国
の
S
G
H
（
ス
ー
パ
ー
・

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
事
業

の
指
定
校
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
大
切
に
し
つ
つ
、

遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
し
交

流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。そ

し
て
、
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え

る
2
0
2
1
年
の
創
立
記
念
日
（
5
月

13
日
）
ま
で
、
あ
と
約
1
0
0
0
日
と

な
り
ま
し
た
。
記
念
事
業
関
係
業
務
の

一
部
を
校
務
と
し
て
位
置
づ
け
、
担
当

教
員
を
配
置
す
る
体
制
を
と
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
豊
陵
会
を
は
じ
め
、

現
役
の
P
T
A
、
P
T
A
の
O
B
・
O
G

会
で
あ
る
豊
友
会
に
呼
び
か
け
、
創
立

1
0
0
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会
が

発
足
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
以
降
、

準
備
委
員
会
は
発
展
的
に
解
消
し
、
実

行
委
員
会
と
し
て
実
質
的
な
準
備
段
階

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

母
校
創
立
1
0
0
周
年
を
機
に
、
世

代
を
超
え
て
同
窓
生
・
現
役
生
・
保
護

者
・
保
護
者
O
B 

O
G
・
教
職
員
が
集

い
、
喜
び
を
分
か
ち
合
う
と
と
も
に
、

未
来
の
豊
高
生
へ
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
、

豊
陵
会
の
皆
様
方
に
は
、
人
的
・
経
済

的
・
精
神
的
な
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
近
況
報
告
に
替
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

春嵐の去った快晴の3月1日、第70
回卒業証書授与式が母校講堂にて挙行
された。357名一人ひとりの名前が担
任から読み上げられ卒業証書が授与さ
れた。平野校長からは「1.�ノブレス・
オブリージュ（今の自分に満足しない
幅広い努力）　2.�コミュニケーション
力　3.�遊び心　4.�結果に勝る努力の
大切さ　5.�心で物を見る感性は未来の

課題解決のための「学び」を継続する五つのヒントとしてわきまえてほしい」と式辞を述べ、
豊陵会の高坂会長からは「高校時代の仲間が今の自分の礎となっている。同級生との横糸、
先輩・後輩との縦糸を紡いで人生に彩りを」と、はなむけの言葉を贈った。在校生の送辞で
は、「（母校中庭にあるモニュメント）《風と光》のように世の中の情勢にいち早く反応し、世
の中を照らす人となってこれからも私達の道標であり続けて下さい。」と豊中高校の見えな
い力での繋がりを感じる言葉を贈った。卒業生はゆずの卒業ソング「友～旅立ちの時～」を
合唱し、恩師・保護者のあたたかく見守る中、新たな人生に踏み出した。� （古澤頼秋）

平成30年3月12日に高73期生の入学試験が実施され、3

月20日に合格発表が母校であった。今回の入試より、府下

全域を1学区として文理学科360名のみの募集になり、506

名が受験した。受験倍率は１.41倍となった。文理学科の学

校では、三国ヶ丘1.52倍、茨木１.44倍、四條畷1.35倍、高

津1.31倍、岸和田・生野1.31倍となっている。

平成 30 年度入試合格発表 「《風と光》のように、私達の道標に」在校生送辞

受験倍率1.41倍、
文理学科360名のみの募集
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今年の入試

平
成
30
年
度
入
試
が
終
わ
り
、
合
格

者
数
の
集
計
結
果
を
別
表
に
示
し
ま
し

た
。
3
月
30
日
時
点
で
の
数
で
す
の
で

少
し
誤
差
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

最
終
的
な
結
果
は
、
本
校
H
P
に
掲
載

す
る
予
定
で
す
。

今
年
度
の
結
果
を
見
る
と
ま
ず
目
に

つ
く
の
は
、
現
役
生
の
神
戸
大
合
格
者

数
の
大
幅
増
加
で
す
。
昨
年
は
大
阪
⬆

あ
と
2
回
、
こ
の
春
の
新
入
生
73
期
生

か
ら
、
新
し
い
「
共
通
テ
ス
ト
」
を
受

験
す
る
学
年
と
な
り
ま
す
。
新
聞
等
で

報
道
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
英
語
の
資

格
試
験
受
験
や
記
述
問
題
の
導
入
な
ど

が
控
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
制
度
的
に
詳

細
が
未
発
表
の
部
分
も
多
い
の
で
す

が
、
豊
高
生
は
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
に
も

柔
軟
に
対
応
し
、
し
っ
か
り
が
ん
ば
っ

て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
平
成
30
年
度
も
9
月
に
は

豊
高
O
B
の
方
々
を
お
招
き
し
て
、
職

業
別
進
路
講
演
会
を
行
う
予
定
に
し
て

い
ま
す
。
新
入
生
に
と
っ
て
も
、
文
理

選
択
お
よ
び
進
路
を
考
え
て
い
く
上
で

大
変
参
考
に
な
り
、か
つ
そ
の
後
の
様
々

な
活
動
の
大
き
な
動
機
付
け
に
も
な
る

大
変
意
義
深
い
行
事
で
す
。
豊
陵
会
お

よ
び
O
B
の
方
々
に
は
い
ろ
い
ろ
と
お

世
話
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
進
路
指
導
部
）

年
ぶ
り
に
現
役
生
で
複
数
合
格
者
を
だ

し
、
そ
の
結
果
、
京
都
大
・
大
阪
大
・

神
戸
大
の
近
畿
の
難
関
国
立
3
大
学
に

合
格
し
た
現
役
生
は
、
昨
年
度
39
人
で

あ
っ
た
も
の
が
、
70
期
生
は
53
人
に
な

り
ま
し
た
。
既
卒
生
も
健
闘
。
京
都
大

2
人
、
大
阪
大
13
人
、
神
戸
大
10
人
合

格
し
、
ま
た
大
阪
市
立
大
の
医
学
部
医

学
科
に
3
人
合
格
し
ま
し
た
。
現
役
浪

人
合
計
で
は
京
都
大
・
大
阪
大
・
神
戸

大
の
合
格
合
計
は
77
人
と
な
り
、
北
海

道
大
5
人
、
名
古
屋
大
3
人
、
九
州
大

3
人
を
含
め
、
難
関
10
大
学
に
80
人
以

上
が
合
格
す
る
と
い
う
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

現
役
生
の
国
公
立
大
学
合
格
者
数
は

1
3
1
で
、
昨
年
の
1
0
7
か
ら
か
な

り
の
増
加
。
そ
の
結
果
、
現
役
生
で
国

公
立
大
学
に
進
学
し
た
者
は
1
2
7

人
、
私
立
大
学
に
進
学
し
た
者
は

1
1
7
人
で
す
の
で
、
お
そ
ら
く
何
十

年
か
ぶ
り
に
、
現
役
生
の
国
公
立
大
学

の
進
学
者
数
が
私
立
大
学
の
進
学
者
数

を
上
回
り
ま
し
た
。

私
立
大
学
は
、
昨
今
、
文
科
省
か
ら

定
員
を
厳
格
に
守
る
よ
う
指
示
が
出

て
、
ど
の
大
学
も
合
格
者
数
を
厳
し
く

絞
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
本
校
は
あ
ま

り
影
響
を
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
の
特
徴
は
同
志
社
大
の
人
気
が
高

か
っ
た
こ
と
で
す
。
現
役
浪
人
の
推
薦

や
セ
ン
タ
ー
利
用
入
試
ま
で
含
め
た
の

べ
合
格
者
数
は
1
6
0
に
達
し
ま
し

た
。
の
べ
合
格
者
数
は
次
に
立
命
館
大
、

関
西
学
院
大
、
関
西
大
の
順
で
多
く
、

関
西
学
院
大
の
実
合
格
者
数
は
全
国
で

2
番
目
に
多
い
高
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
も

⬆
大
に
比
べ
て
神
戸
大
は
苦
戦
し
、
現

役
合
格
者
は
12
人
で
し
た
が
、
70
期
生

は
29
人
合
格
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
阪

大
も
、
現
役
生
は
昨
年
よ
り
4
人
少
な

い
も
の
の
、
2
年
前
に
68
期
生
が
久
々

に
現
役
合
格
者
数
で
20
を
超
え
た
こ
と

を
3
年
連
続
し
て
守
り
、
今
年
も
現
役

生
20
人
を
越
え
ま
し
た
。
京
都
大
も
4

4月1日付の府教職員人事異動が発表された。すでに1月1日付けで、向井能勢高校校長は兼務で豊中
高校の准校長に就任。転出入のお名前は次の通り。（敬称略）
■転出等
▼国語＝瀬尾敦子（定年退職）▼数学＝上田守（再任用退職・非常勤豊中）・京彰彦（定年退職・再
任用豊中）・中平智（池田）・中村清隆（講師退職・期付豊中）▼理科＝金重美代（講師退職・期付
豊中）・二木俊光（講師退職）・堀田暁介（府教育センター）▼保健体育＝増田昇大（阿武野）▼英
語＝岡川宏和（退職）・岸本健吾（講師退職・期付豊中）・北村浩子（再任用退職）・楠山百合（SET
退職・期付豊中）▼実習教員＝出来享子（泉陽）▼事務＝青野泰三（再任用退職）
■転入等
▼国語＝江口拓馬（千里）・繫内一之（茨木）▼地歴公民＝森口竜平（咲州）▼数学＝黒田真樹（大
手前）▼理科＝池田雅文（茨木）・山本洋士（北野）▼保健体育＝奥野真也（新採用）▼英語＝丹波
大軌（茨木西）・鶴田敦志（新採用）▼実習教員＝佐々木文枝（箕面）▼事務＝西川信（池田北）
＊�前号で、転入の国語：伊藤智紘先生・数学：日垣知也先生のお名前が間違っておりました。誠に申
し訳ありませんでした。

■能勢分校の教職員は、能勢高校教職員が兼務
能勢高校教職員（非常勤をのぞく）：校長＝向井幸一　▼教頭＝内田千秋　▼国語＝岡﨑紘・草木則
行・田中翔一郎　▼社会＝谷口延彦・山内逸平　▼数学＝生島健斗・釜山深時・松本明美　▼理科＝
天野栄一・上原英明・森井真美　▼保健体育＝荒谷壮・上田洋也・武田庄治　▼美術＝片山洋一　
▼英語＝井田周子・市橋菜津美・富樫明・望月浩平　▼家庭＝齋藤友貴　▼情報＝横山政幸　▼農
業＝青木万次・鹿嶋英滋・内匠義浩・永井成時・松田嘉織　▼養護＝重久宏美　▼総実図書＝鎌田憲
政　▼総実理科＝上西孝美　▼実教家庭＝久保佐代子　▼実教図書＝東良京子　▼事務長＝藤原英
明　▼主査＝南勝博　▼副主査＝山脇亮　▼技師副主査＝柴山勝彦　▼技師農芸主査＝脇谷英征　
▼技師農芸副主査＝石清和・北雄次　▼臨技農芸＝榊敏孝

3月30日現在、進路指導室が速報値として把握した資料を掲載して
います。受験生徒からの報告集計であり、今後到着する結果報告で数
値が変る可能性があります。確定数値は豊高HPで、また3年生徒への
『進路指導資料』（6月配布）に発表される予定です。

■平成30年度入試卒業生の合格者数状況（3月30日現在）
（　）内は現役合格者数、私立は延べ数。

【国�立大学】�北海道5、山形2、東京外国語1（1）、横浜国立1（1）、　
信州3（3）、豊橋技術科学1、名古屋3（1）、三重1、京都4（2）、
京都教育2（2）、京都工芸繊維8（3）、大阪35（22）、大阪教育8（7）、
神戸39（29）、和歌山2（1）、鳥取1（1）、島根1、岡山6（6）、　　
広島2（2）、愛媛1、高知1（1）、九州3（2）、九州工業2（1）

【公�立大学】�国際教養1（1）、横浜市立1（1）、愛知県立1、名古屋市
立1（1）、滋賀県立2（1）、京都市立芸術1、京都府立3（3）、大阪
市立34（26）、大阪府立13（9）、神戸市外国語4（2）、兵庫県立3
（2）、尾道市立1

【私�立大学】�東北医科薬科1、明海1（1）、青山学院1（1）、北里2、
慶應義塾1、工学院1（1）、芝浦工業1、昭和薬科1、成蹊1（1）、
創価1（1）、中央10（4）、東海1（1）、東京農業4（2）、東京理科5、
東洋1（1）、日本3（3）、日本赤十字看護1（1）、法政3（1）、武蔵2、
明治5（3）、立教4（2）、早稲田11（2）、中京1、豊田工業2、　　
南山1（1）、京都外国語2（2）、京都産業6（4）、京都女子19（18）、
京都精華1、京都薬科13（11）、同志社160（91）、同志社女子
26（25）、佛教2（2）、立命館139（106）、龍谷3（2）、森ノ宮医
療1（1）、四條畷学園1（1）、大阪医科5（5）、大阪音楽1（1）、　
大阪経済2（1）、大阪工業6（4）、大阪樟蔭女子1（1）、大阪薬科
14（13）、大阪大谷1、追手門学院4（4）、関西89（58）、関西医
科2（2）、関西外国語6（6）、近畿69（41）、摂南8（8）、関西福祉
科学4、千里金蘭1（1）、関西学院115（92）、甲南11（8）、甲南
女子2（2）、神戸女学院5（5）、神戸女子7（7）、神戸薬科3（3）、
武庫川女子14（13）、兵庫医療1（1）、畿央2（2）、大和4（3）、　
久留米1、福岡1、日本赤十字九州国際看護1、産業医科1、武庫
川女子大短大部2（2）

【大学校】�防衛医科大学校1

2018 年大学受験の結果速報

平成30年度　教職員の人事異動

向井幸一能勢高校校長が豊中高校准校長を兼務

進路指導室から

神戸大が大幅増、
国公立志向強まる
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講演会を終えた15名の卒業生講師＝校長室で

29年度の職業別進路講演会

スーパーサイエンスハイスクール（SSH）英語パフォーマンス甲子園 プレ大会 グランプリ受賞

スーパー・グローバル・ハイスクール（SGH）

1年生を対象に15人の卒業生講師
9月14日、一年生への「職業別進路講演会」が開かれた。講

師には学校・豊陵会から推薦された卒業生15名が教壇に立ち、
30分間ずつ同じ内容の講演を行った。
受講する生徒は講師の職業とプロフィールから希望する講師

の話を2つ聴講できる仕組み。「最近の生徒はおとなしい」と言
われているためか、各教室の担当先生が、質問を促す例え話や、
自らの質問で教室を盛り上げた。
講師の卒業生たちも「的確な深い話ができたかどうかは分ら

ないが、今後も生徒からの質問や相談は受けたい」と連絡先を
学校に手渡していた。
この講演会のあと生徒たちは文理科のいずれを選択するかを
決める。

今年の卒業生講師
� （敬称略、順不同）
山本朝子（高35薬剤
師）、信國�誠（高44
警察官）、酒匂建文（高
42公認会計士）、長谷川万里子（高53事務系公務員）、西川倫史（高
40会社経営）、藤岡敦子（高41キャビン・アテンダント）、関�純子（高
35アナウンサー）、小林知博（高42大学教授）、重里智之（高44商社）、
鶴丸達也（高34技術系公務員）、南�英理子（高41医師）、大辻晶子（高
44小学校教諭）、谷口邦彦（高10農林水産省産学連携コーディネー
ター）、守本正宏（高37人工知能応用企業代表）、清原正治（高32海
外勤務外国企業）。

文部科学省から指定を受けたスーパーサイエンスハイ
スクールとして、未来の国際社会を担う科学技術系人材
の育成に努めています。１、２年生の希望者を対象に行
う科学の特別講座シリーズ「スーパーサイエンスセミ
ナー」や、文理学科の１、２、３年生を対象に行うＳＳ
課題研究、小中学生を対象に豊高生が教える実験教室等
様々な活動を行っています。
昨年度は、2年に1度、世界の高校生がシンガポール

に集まって開かれるシンガポール国際科学チャレンジ
2017（SISC�2017）に日本代表として本校の３年生３
名が参加しました。課題研究の班で観測・研究した「月
の見かけの大きさの変化による月距離の計測」に関して、
英語論文の提出、英語によるポスター発表・口頭発表、
そして国際混成チームで行う課題解決活動等を５日間の
日程で行いました。その結果、最終日には本校の生徒が
The� Grand � Champion � Award , � The � Bes t�
Engineering�Award,�The�Most� Innovative�Design�
Awardの３賞を受賞しました。� （地学　中川）

英語で日本文化を紹介
� 平成29年8月19日　奈良市ならまちセンター
この大会は文化発祥の地、奈良から世界に日本文化を発信で
きる国際人を育てようと、同実行委員会が翌年の本大会開催に
先立ち、プレ大会を開催した。豊中高校チーム「豊高グローバ
ルスタディーズ」は、外国人がスマートフォンの音声ガイダン
スと会話するという設定で、漫才や茶道などの日本文化をおも
しろおかしく紹介、グランプリを受賞した。高71花房侑加さん
は「東京五輪に向け、外国人を案内するボランティアにも挑戦
したい」と産經新聞の取材に応じていた。

指定3年目を迎え、文科省の中間評価では高評価をいただき
ました。主な取り組みは課題研究と即興型英語ディベート。課
題研究のテーマはフェアトレード・地球環境問題・日本とイス
ラーム諸国・イスラームとの比較文化の4つです。高大連携や
企業訪問、大学生とのディスカッション、アンケート調査、フィー
ルドワークなど主体的な学びを積極的にサポートしています。
1月3日から7日までインドネシア海外研修を実施、9名の生
徒が参加しました。ジョグジャカルタにあるBudi�Mulia�Dua
高校との研究発表・文化交流、ホームビジット、APIKRIの訪問、
バンドンの小水力発電施設の見学等とても濃い研修を行い、そ
の成果は「豊高プレゼン」で発表されました。これからもSGH
の取組をよろしくお願いします。� （社会科　奥田）
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文化部豊高スポーツ&
■サッカー部
大阪高校春季大会　豊中3-0山本/豊中3-2大
阪市立/豊中0-3大体大浪商
第96回全国高校選手権大阪予選　豊中1-0西
野田工科/豊中0-4茨木

■なぎなた部
春季大会兼IH予選兼国体1次予選会　団体の
部3位
大阪なぎなた練成大会　演技の部　伊藤・島
津チーム準優勝、個人の部　太田�舞3位
近畿大会大阪予選会　団体3位
新人大会兼全国選抜大会予選　団体トーナメ
ントの部　豊中B＝準優勝/豊中A＝3位　男
子個人の部　小島直人3位
近畿大会出場　団体の部　演技　太田・高橋
チーム　中島・佐尾チーム
上野小学なぎなた教室開催

■水泳部
中央大会　400mフリーリレー7位/800mフ
リーリレー8位/200m自由形　川口峻平8位
近畿大会　400mフリーリレー17位＝IH出
場権獲得/800mフリーリレー 20位/200m
自由形　川口峻平26位
インターハイ　400mフリーリレー　青戸宏
樹・川口峻平・山川加織・伊藤翔太朗出場
近畿新人大会　400mメドレーリレー　山川
加織・坂本哲誠・岡崎圭祐・渡辺誠也37位/
100mフリー　山川加織24位、岡崎圭祐71
位/400mフリーリレー　岡崎・渡辺・石井
淳也・山川32位
大阪高校対抗大会　400mリレー　IHチーム
6位/400mメドレーリレー IHチーム10位

■野球部
春季近畿地区高校大会大阪府予選　1回戦敗
退　豊中11-12門真西
第99回全国高等学校選手権大阪大会　1回戦
敗退　豊中5-6交野
秋季近畿地区高校大会大阪府予選　2回戦豊
中6-0東淀川/3回戦豊中6-5都島工/4回戦豊
中8-4上宮太子/5回戦敗退豊中3-4箕面学園

■男子バレーボール部
高校総体秋季大会1次予選　豊中0-2上宮/豊
中2-0高津/豊中0-2大阪商業大学高校/1部3位
公立高校大会1次予選　豊中2-0桜塚/豊中
0-2刀根山/豊中2-0茨木工科/2次予選　豊中
2-0市岡/豊中0-2藤井寺工科
高校総体秋季大会2次予選　豊中2-1春日丘/
豊中0-2大商学園

■剣道部
5月　正思大会　男子団体ベスト8
6月　IH予選　女子個人　川北百花　ベスト8

■陸上部
8月18日中央大会　太田宗一郎400m準決勝
進出/藪内友子100m・200m走準決勝進出/
辻�英吾1500m走決勝進出/樋口・太田・佐野・
辻400mリレー準決勝進出
9月3日公立高校大会　辻�英吾1500m走優
勝＝大会新/藪内友子100m優勝・200m準

優勝
大阪高体連強化選手選出　藪内友子
10月28・29日秋季大会　女子400mリレー
水野・藪内・小谷・梶6位/男子400mリレー
山岡・樋口・佐野・太田6位

■ソフトテニス部
大阪総体予選　ベスト16＝中央大会出場　
義平・笹川ペア
公立大会個人戦　ベスト8＝中央大会出場　
義平・小出ペア
新人戦個人戦　3位＝中央大会出場　義平・
波多野ペア

■女子バスケットボール部
第70回大阪高校選手権大会兼第70回全国高
校選手権大会大阪府予選兼第64回近畿大阪
府予選　4回戦敗退　豊中35-88桜宮
第72回大阪高校総体　3回戦敗退　豊中
37-63大阪
大阪府公立高校北地区大会優勝
豊中市会長杯準優勝
第65回大阪府高校バスケットボール新人大
会　3回戦敗退　豊中49-51豊島
第28回女子さつき杯7位

■男子バドミントン部
大阪府公立高校大会団体戦準優勝
北摂地区大会　個人戦シングルス3位　西端
剛史
豊能地区大会　ダブルス準優勝　西端・島津
ペア/3位吉田・杉ペア

■女子バドミントン部
夏季大阪大会　ダブルスⅡ部　ベストル船
越・渡邉ペア
豊能地区大会　シングルス3位　船越茉優/
ダブルス　船越・中村ペア
冬季大阪大会　シングルスⅡ部3位　船越茉優

■アメリカンフットボール部
第48回関西高校秋季大会　豊中0-50池田
豊中アメリカンフットボールDAY定期戦　
対池田
新人戦　豊中6-7芦間・大正

■男子硬式テニス部
赤坂杯　予選シングルス3名突破/本戦3位2名
大阪サマーテニストーナメント　予選シング
ルス3名突破/本戦3位1名/ダブルス1ペア突破
夏季個人　予選シングルス1名突破/予選ダ
ブルス1ペア突破
大阪秋季団体　予選突破　本戦ベスト16
大阪公立校個人戦　予選シングルス1名突破
栗田杯　3位
赤坂杯　予選ダブルス3ペア突破

■女子バレーボール部
12月16日公立校大会　豊中0-2豊島/豊中
2-0阿倍野＝決勝トーナメント進出
11月19日大阪高校新人戦（部別大会）　豊中
2-0阪南大学附属高校/豊中2-0阿倍野＝二部
昇格

■女子ハンドボール部
新人大会　大阪北地区3位＝中央大会進出/

中央大会　大阪ベスト8
市民大会優勝

■男子バスケットボール部
第70回大阪高校選手権大会IH　豊中�58-68
山田
第11回All�Stars�Cup　優勝
第72回大阪高校総体（ウィンター杯予選）
4回戦敗退　豊中62-82福井
豊中市会長杯準優勝　豊中50-72大商学園
大阪府公立高校北地区大会　準優勝　豊中
61-62北野
公立校チャンピオンズリーグ3位
さつき杯3位
大阪府高校新人大会　2回戦敗退　豊中
48-57摂津

■女子硬式テニス部
赤坂杯2名本戦出場
サマーテニストーナメント本戦出場
大阪高校総体シングルス・ダブルス本戦出場
栗田杯3位

■ダンス部
第5回日本ダンス大会ビデオ審査通過
第3回クローバー甲子園ビデオ審査通過

■軽音楽部
第38回We�are�Sneaker�Age予選大会ゴー
ルデンスニーカー賞　長友理佐子

■吹奏楽部
第31回定期演奏会
豊陵会総会出演
上野祭り出演
第56回大阪府吹奏楽コンクール北摂地区大
会金賞代表
第56回大阪府吹奏楽コンクール大阪府大会
銀賞受賞
第44回大阪府アンサンブルコンテストクラ
リネット四重奏金賞受賞

■美術工芸部
第69回大阪府高校美術工芸展奨励賞　奥浜�
遥・安本麻衣・土井麻由佳

■音楽部
堀田会館サマーコンサート
堀田会館クリスマスコンサート
第1ブロック音楽会にて演奏
大阪府合同弦合奏に参加

■電気物理研究部
豊中市立上野小学校サイエンスキッズ
豊中市立新田南小学校サイエンスキッズ
茨木市にて相馬芳枝科学賞参加
豊中市立新田南小学校にこにこフェスタ参加
SSH広め隊参加
第14回全日本物理学会Jrセッション本戦出場

■生物研究部
豊中市立桜井谷小学校・上野小学校・千里公
民館・産業技術総合研究所関西センターで科
学教室開催
第69回大阪府高校生徒生物研究発表会で発表
2月11日第13回共生のひろばで発表

クラブ活動の記録（順不同・敬称略　IH＝インターハイ）
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■第10回「ぷりずむ展」は今秋10月に開催
隔年開催の「ぷりずむ展」、いつもの画廊です。今回も元気

な皆さんをお待ちしています。
＊会期：平成30年10月2日（火曜）～7日（日曜）�
＊展示：午前11時～午後7時（最終日4時終了）
＊会場：画廊「ぶらんしゅ」�（石橋駅徒歩5分）
� �　織、絵画、七宝、彫金、造形ほかの多彩な作品です。毎
日出展者数名が会場に詰め、豊陵会の方々にはミニ同窓会
です。どうぞお気軽に覗いて声をかけてください。
�出品：高17　�山縣文則、高18飯田誠、山内慈夫
　　　高19　久保田（福谷）雅江、長谷川（岡地）綾子、
�　　　　　　長谷川（古川）博子

■THK（豊中高校放送部）同窓会開催
平成28年11月6日　午後1時　大阪新阪急ホテル雪の間

THK同窓会は、高2から、新卒業生までの縦割りのOB会として、数年に一度
開催しております。今回は高7から高56までの30名の出席で、元顧問の山崎一
先生をお迎えして大盛会となりました。さすが放送部でマイクを持っての自己紹
介だけで、3時間は、あっという間です。次回開催は、東京オリンピックの年を目
標にしております。OBの皆様、次回も是非ご参加ください。� （高25増井一英）

■卒業50年、サッカー部19期同期会
平成29年6月10日　豊中高校で

19期のサッカー部員は卒業50周年を機に、卒業後初めて同期会を実施しまし
た。顧問であった梅本先生にもご参加頂き、総勢12名が集まりました。
懇親会の前に豊高の校内見学会を実施しました。当日は土曜日でしたが、現役

サッカー部がグラウンドで元気に練習しているのを目の当たりにすることが出来ま
した。部員の数が60名位と聞き、大所帯であることに驚くと共に、時代が変わっ
たことを実感しました。
現役顧問の先生のご厚意により、部員の皆さんと一緒に記念写真を撮らせても

らいました。部員の皆さんは最初は老人軍団が何者かと不思議そうな顔をしてい
ましたが、サッカー部の19期OBと分ると、記念写真撮影では大はしゃぎして楽し
んでくれました。孫と同じ位の年頃の後輩達と、遠い思い出のグラウンドに一緒
に立てたことは、この上も無い喜びでした。また校内見学に当たっては、当日の
学校行事でご在席の平野校長先生に、豊高の現在の活動や活躍状況のご説明を
頂きました。校内見学やサッカー部員の皆さんとの時間を過すうち、我々19期
全員が各々の豊高時代にタイムスリップし、本当に楽しく思い出に残る一日となり
ました。� （高19岡本吉雄）

■豊高バスケットボール部OB/OG会：籠友会
私たちは年に1度の総会を開催しています。この写真は平成29年3月の総会時

のものです。午後から現役とOBの親睦試合、その後総会、そして夜の懇親会と
続きます。毎年会報も郵送しておりますが、お手元に届いてないという方はご連
絡ください（高27石木友幸：アドレス　t-ishiki@maia.eonet.ne.jp）。なお、
Facebookにも籠友会のグループがありますので、入会希望の方はグループメ
ンバーに連絡してください。年々平均年齢が高齢化しておりますので、若い方の
参加をぜひお待ちしております。� （高27石木友幸）

■第10回 御礼「ティー パーティ」
美術部19期有志が20年近く前に始めた「ぷりずむ展」、17期、

18期も加わり画廊「ぶらんしゅ」で開催を続けています。支え
て頂いた皆さんと、10回展をお茶とワインでお祝いします。お
気軽にご参加ください。
＊日時：平成30年10月6日(土曜)午後5時～6時半
＊会場：画廊「ぶらんしゅ」�（石橋駅徒歩5分）
参加に予定のある方下記にご一報頂ければ幸いです。
gata.sun@gmail.com

■豊中高校美術部70年OB会　
平成30年10月6日、石橋で開催

美術部OBが一堂に集う会です。
＊日時：平成30年10月6日（土曜）午後7時半～9時�
＊会場予定：「がんこ石橋苑」(石橋駅徒歩5分）
興味のある方は、OB会開催時の資料作成と連絡の為に「豊
高美術OB会」への登録をお願いします。
連絡先：メール�gata.sun@gmail.com��又は
　　　　　〒230-0077�横浜市鶴見区東寺尾6‐33‐21　
� 山縣文則
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■米寿祝う「一二三」(ひふみ)会
平成29年3月1日・新阪急ホテル

豊中中学校23回、豊中高校1期生は、入学は一緒であったが、戦後の教
育制度の変更により、卒業は旧制中学と新制高校の卒業に別れてしまった。
我々は入学が一緒であり、ほとんどの期間は一緒の授業を受けており、気
持ちは全くの同窓生の意識である。同窓会も卒業以来「一二三会」として
一体の運営で続いてきた。今年は米寿を迎えることになったので3月1日に
同窓会を開き、和やかに米寿の祝いを兼ねた同窓会を持った。今回で最後
にしようとの考えもありましたが、皆さんの希望で2年後の卒寿まではやる
ことになっています。� （中23飯嶌�宏）

■高3期の「F組会」
平成29年5月15日　岡町・うを浅で

今回もいつもどおり正午に開催。その席上、このクラス会の存続も議題
になりましたが「来年は新制高校の共学70年」という話が出て、「それは是
非ここで」ということで、平成30年5月14日（月）正午に開催が早々に決ま
りました。� （斉藤保夫）

■インド豊陵会�̶世界で広がる豊陵会の和̶
平成29年10月8日　デリー

仕事の商談、セミナー、社交の場と出会ったのは色々。どこかで
地元の話になり、「高校はどこですか？」そんな繋がりで集まったイン
ド豊陵会＠デリー。活動の中で知り合った同級生が結婚したりと、
Facebookに掲載してから、インド出張の方が連絡をくれたりと、ま
さにグローバルな活動を展開しつつあるインド豊陵会。（写真左から、
高38木村・高57三神・高57三神(旧姓玉井)・高44西・赤ちゃん三
神菫・高48位寄・高50柴田・高36山口）

■高8会
平成29年4月10日　千里阪急ホテル

私たち高8会は平成26年「喜寿の総会」終了後、全体総会をいったん解
散し、最少の幹事会メンバーで連絡情報の継続を希望する同期生でミニ総
会を続けることになりました。
3年目の「ミニ総会」は51人が出席、4月10日正午から東敦子さんの司
会で始まり、幹事代表の牧雄彦君が歓迎のあいさつと高8会の現況を報告
したあと、野澤昭君(横浜から)の乾杯で懇親会に移りました。
年に一度の集いですがお互いに元気を確かめ合い、いつものように楽し

い雰囲気でした。関東からも出席があり東西の交流は続いています。母校
の近況や東京会合の報告などのあと、最後は中島邦彦君のリードで校歌を
合唱してお開きになりました。� （成田研一）

■高10期の「十人十色會」
平成29年10月5日～10日、宝塚市立国際・文化センターで開催しました。
稲垣ナミ（水彩画）・宇野和孝（パステル画）・江口�泓（油絵）・乙部豊子

（油絵・著ペン画）・片山眞知子（日本画・刺繍）・木津谷文吾（油絵・ペン
画）・澤�潤一（水彩画）・長澤智永子（油絵）・恒原正明（木彫）・橋本潤一（水
彩画）・英�洋子（日本画）・広末佳代子（日本画）・本田善男（油絵・ペン画）・
万並暸一（陶芸）

■高13同期会（喜寿前夜祭）開催
平成29年4月4日　北浜ル・ポンドシェル

喜寿に開催する予定の同窓会を1年繰り上げて開催。1年半ぶりに65名
が再会を喜び、ミシュラン一つ星のフランス料理を味わいながら、豊高時
代にタイムスリップして歓談した。二次会は八軒屋浜から「ひまわり」を貸し
切って桜咲く大川をクルーズしながら、話が弾んだ。三次会はすぐそばの
超高層マンションの36階のラウンジに40名ほどが集まり、ビールを飲みな
がら時の経つのも忘れて、旧交を温めた。久しぶりに大阪に帰ってきた人は
超高層から見る大阪の景色に驚嘆し、夜景が一段と美しく映えた。気が付く
と午後7時を回り、三々五々夜の大阪の町に消えていった。次回は、2019
年秋を予定。

■19期有志「トーク会」活動報告
私はメール案内で気軽に行える「トーク会」（19をトークと読みtalkも兼

ねた呼称）の世話役で開催場所は主にホテル・アイボリーですが、最近は、
年4回中1回は郊外に出かけています。昨年は9月末に「大阪のてっぺん能
勢に憩う会」と称し能勢出身の同期北田勉氏のご厚意により、マイクロバス
をチャーターして「栗拾い」等田舎の味を満喫し参加者の好評を博しました。
現在の参加は20名規模ですが、この輪を拡大致したく同期の方の新参加を
心待ちしています。
ご連絡は090-8808-0353�又は�bpbzu707＠tcct.zaq.ne.jp�德永迄。
� （同会世話役　德永金三郎）
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豊陵会第24代執行部打ち上げ
平成30年2月5日　千年の宴�豊中駅南口店

役員改選に伴う旧執行部の打ち上げ会が、旧執行部とその
協力者仲間の高13 ～ 37の計14名の出席で開催された。就任期
間6年の活動を労い、「ありがとう」と拍手を互いに交わし合い、
互いを讃え合ってお開きとなった。

■高34期D組クラス会�－恩師を迎えて37年前の授業再現－
平成29年11月18日　豊中高校

担任の小川修一先生が傘寿を迎えられるのを機会にお祝いのクラス会を
企画し、先生には「記念授業」をお願いすることになりました。母校で開催
できないか豊陵会を通じて申し入れたところ、平野校長先生に快く承諾いた
だき実現の運びとなりました。当日あいにくの天気の中、関東や九州から総
勢18名が参加しました。校長先生から母校の現況をお話しいただいた後、
小川修一先生の御登壇。当日参加した宮田珠己君の作品などを題材に、往
時と変わらず通ったお声で実に小一時間の滔々とした授業！�会場が母校の
教室ということもあり参加者はみな往時に戻ったような感覚に陥ったことは
言うまでもありません。たいへん良い思い出になりました。卒業後初めて母
校に足を踏み入れた者も多く、開放いただいた豊陵会資料室をじっくり回覧
したり中庭で写真を撮ったりと思い思いの時間を過ごしたあと、会場を移し
食事会の運びとなり遅くまで大いに盛り上がりました。このたびは平野校長
先生にはもちろん調整・準備などで豊陵会事務局の伊藤さんにもたいへん
お世話になりました。その他関係の皆様にもこの場を借りて厚く御礼申し上
げます。� （高34　吉田和朗）

■高24　1年I組クラス会　開催報告
平成29年11月25日、大阪・梅田「桃谷樓」

高校24期1年Ｉ組のクラス会を9年ぶりに開催しました。出席は11人とや
や少なめでしたが、いろんな話題に盛り上がりました。近況報告では、まだ
まだ現役！�という方あり、腕立100回が日課！�と驚かされる方ありで、お互
いに元気をもらったひとときでした。1年生の一年間だけのクラスですが、
この集まりを大事にしよう、と再会を約してお開きとなりました。
� （高24　芳本誠一郎）

■高26同期会
平成29年9月16日　新大阪ワシントンホテルプラザ

3年ぶりに高26期合同同窓会を開催しました。菅岡先生、丸岡先生、山
田先生、泉先生をお迎えし、総勢147人集合しました。口コミから広げたの
でどのくらいの規模になるのか不安でしたが、思いのほか大勢集まりました。
懐かしい顔に会えたり、接点はなかったけど、昔同じ場所にいたというだけ
で話も盛り上がり、あっという間の3時間でした。これからは定期的に（2年
ごとぐらいに）開催する予定です。� （谷川（吉岡）日女子）

■高37同期会（卒32周年）
平成29年9月23日（祝・土）大江戸温泉物語�箕面温泉スパーガーデン
恩師先生・卒業生の皆さん。とても楽しい時間でした。大切な思い出は、

学校の建物でも、卒業アルバムでもありませんでした。先生と仲間と一緒
に生きた時間でした。素敵な人生をありがとうございました。本年は、祝卒
33周年東京大会＝10月7日（日）13時から、東海大学校友会館（霞ヶ関ビ
ル35階）にて。出席表明は、TEL：090-3165-7356南里（j組）まで。

■高24　3年F組クラス会　開催報告
平成29年6月3日、大阪OBP“ティーズガーデン”

東京、長野など遠方の方、また何十年ぶりかという方にも来て戴き、23
人が集まりました。近況報告ではバラエティに富んだお話しが披露されまし
たが、豊高時代のエピソードを思い出して爆笑する場面もありました。一次
会で話は尽きず、大半の方が二次会にも移って歓談が続き、名残を惜しみ
ながらお開きとなりました。� （高24　芳本誠一郎）
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大菩薩嶺からの富士山の眺めは最高の眺めでした。

豊稜山歩
生涯健康でありたいと思います。少し体に負荷を与えて健康

を保ちましょう。ご参加をお待ちしています。
5月6日（日）ポンポン山▽6月2日（土）貴船山▽7月1日（日）鉢
伏山▽8月21日（月）～23日甲武信岳▽9月24日（日）～26日
北八ツ岳方面▽10月6日（土）城ケ峰▽11月3日（土）三草山▽
12月2日（日）三郎ケ岳▽平成31年1月5日（日）雲山峰▽2月2日
（土）金剛山▽3月2日（土）荒地山▽4月6日（土）青山高原

高16　同期会「銀杏会」
　2018年6月16日（土）�12時　ホテル・グランビア大阪

高19　同期会（正式案内を別途郵送します）
　2018年6月23日（土）�12時　ホテル・アイボリー
　�お会いできるのを楽しみに、大勢のご出席をお待ちしてお
ります。
　お問い合せ　岡嶋�豊��メール : okajima3966@yahoo.co.jp
　　　　　　　　　　　事務所電話：06-6343-9155

高12　同期会
　2018年9月8日（土）�12時30分　大阪新阪急ホテル
　郵便にて案内をお届けします。ご参加よろしくお願いします。
　お問い合せ　杉村章二　tel：090-3162-0033

高22　第3回同期会
　2019年11月10日（日）�12時　ホテル・アイボリー

高32　同期会プレイベント
　2019年1月3日（木）�11時　ホテル・アイボリー

高37　祝�卒33周年東京大会
　2018年10月7日（日）�13時　
　東海大学校友館（霞ヶ関ビル35階）

高29　カンレキ同窓会　
　2018年11月3日（祝・土）
　� 10:30～受付��11:30～開宴　花の間　1次会
　大阪新阪急ホテル（大阪市北区芝田1－1－35��tel:06-6372-5101）
　目標200名！（星・月の間　2次会　15:00～開宴）
　問い合わせ：fwke8359＠yahoo.co.jp（神戸裕子）
　8月末に案内を郵送します。

高21　「高校21期卒業50周年記念同期会」予告
（詳細につきましては決まり次第、各位にご連絡いたします）
　2019年6月6日（木）�午後　
　ザ・ガ－デンオリエンタル大阪�ザ�ボ－ルル－ム
　�二次会は、アクアライナ－（貸切）による水の都クル－ズ
（60分）。（次回同期会幹事団）

高24　同窓会
　2018年7月1日（日）�13時　大阪新阪急ホテル
　懐かしい友人と出会い、楽しく過ごしましょう。
　詳細は近日中に届く葉書をご覧ください。
　　　深井玲子　℡072－721－0835

高30「卒業40周年学年会」　＜5年ぶりの再会＞
　2018年11月24日（土）�11時～15時・2次会：15時～17時
　会場はいずれも、ホテル・アイボリー
　後日、案内書を発送します。
　�住所変更などは豊陵会事務局またはクラス幹事にお知らせ
ください。（幹事　永井�裕）

日程・行き先の変更あり。豊陵会のホームページをご覧ください。
近郊の場合は阪急豊中駅前、午前8時集合。運営費200円
問い合わせ＝平田明男06－6678－5478
� 中村好子06－6855－5346
� 近藤珠子06－6855－4658
� 大久保孝06－6854－8150

■同期会しませう
　　（2018年度の開催が予想される同期会）
卒業5周年＝高65 ▼卒業10周年＝高60 ▼卒業15周年＝高
55 ▼卒業20周年＝高50 ▼卒業25周年「ホームカミング25」
＝高45 ▼卒業30周年＝高40 ▼卒業35周年＝高35 ▼卒業40
周年＝高30 ▼還暦＝高28・高29 ▼卒業45周年＝高25 ▼卒
業50周年「ホームカミングアゲイン」＝高20 ▼古稀＝高
19・高20 ▼卒業55周年＝高15 ▼喜寿＝高12・高13 ▼卒業
60周年＝高10 ▼傘寿＝高9・高10 ▼卒業65周年＝高5 ▼米
寿＝中23・高1・中24・高2 ▼卒業70周年＝中22 ▼卒寿＝
中21・中22
同期会開催に全面的に協力します！（事務局へどうぞ）
・ 本紙26面の各期評議員を通じて、同期の方々の住所録デー
ターを提供いたします
・ 案内の発送もいたします（実費です）

同期会に集まれ～！
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❶神と人との出会い・わが心の自叙伝　
(高5加藤隆久著。エピック社、2018年1月　1,800円)
神戸の生田さんなら初詣・結婚式・七五三…。その
生田神社で長く宮司を務めた人の回顧録と思ったら大
違い。とにかく広いネットワークを持ち、いろんな組
織・団体とのつながりがある人の話なのだ。
口絵の「鉄腕アトムの神主姿」は飲み仲間の筒井康
隆全集出版記念会に招かれ、友人として冒頭に祝詞を
挙げたときに手塚治虫夫妻が生田神社の夜店を語りな
がらさらさらと描いてくれたもの。32年前の話である。
神職を継ぐ家系。生田神社宮司だった父は1944年
（昭和19）6月5日の神戸空襲で本殿などすべてを消
失。このご本人も21年前の神戸大震災で本殿の倒壊な
どの大被害。親子2代で社殿復旧に奔走する運命を負っ
た。苦しくても負けてはいない。震災後は生田地区商
店連合会の会長など、「神社はまちのコミュニティセ
ンター」と地域との密着を心がけているうちにネット
ワークが広がり多くの組織を立ち上げ、代表に担ぎあ
げられたり。神職ながら学生時代から寺院めぐりが趣
味。神仏和合の「神仏霊場会」を設立。宗教者平和会
議にもたびたび参加など活動を休まない。
ちなみに著者は戦後、服部天神の宮司をしていた10
歳年上の兄の縁で豊中に転居して小中高の学校生活を
豊中で過す。余談ながら、この兄が現服部天神宮司で
豊陵会幹事・高29加藤芳哉さんの父である。

❷英語ライティングの原理原則
（�高47山岡大基著。テイエス企画、2018年1月　1,600円）
英語で文章を書くときに、読み手に理解してもらい
やすい文章を書くにはどうすればよいか、その原理原
則を学んでいきます。特に焦点を当てるのは、「意見
文」。�つまり、自分の考えを英語で述べ、読み手を説
得する文章です。

❸うさぎをカメ！
（�高29野村俊哉著。東京図書出版、2017年2月　1,200円）
『うさぎとかめ』の後日談として創作した作品。ユー
モラスなイラストと愉快なストーリーで子どもから大
人まで楽しめるオールカラー絵本。

❹はじめてのロボット工学�－�製作を通じて学ぶ基礎と応用
（�監修のロボット実技学習企画委員会員�高10谷口邦彦
氏からの寄贈。オーム社、2007年1月　2,400円）
二足歩行ロボットの製作をとおしてロボット工学の
基本がわかる。ヒューマノイドロボットをベースに、
できるだけ数式を用いずに図で説明したロボット工学
の入門書。ロボットの歴史や構造から、モータやセン
サ、機構や制御まで体系的に理解できる。後半の章で、
アルミ加工からモーション作成までのロボットの作り
方を解説。実習製作にも利用できる内容。高校生以上
でロボットに興味を持っている人におすすめ。

会員の本
豊陵会に寄贈いただいた会員の本を紹介します。（敬称略、順不同）

編 集 後 記
母校が見守ってくれた100年・

卒業生が携わり続けた100号
99号へ記事の提供や取材協力、ご寄稿や同期会
の開催情報などを頂戴し本号ができました。今春、
新執行部・100周年事業・能勢分校が始動し、母
校が見守ってくれている活動が、まもなく1世紀分
になることを思いました。加えて卒業生が綴り続
けた本誌が次回100号を迎えます。100周年への
ご協力を重ねてお願いいたしますとともに、次号
100号へのアイディア等々もぜひお寄せ下さい�。
豊陵会報からのお願い
1、情報をお寄せください
・�同期や身近な同窓生、または風の噂で聞い
た同窓生の活躍情報（7面「ひと」）
・�在校生の憧れや母校の誉れとも言えるよう
な同窓生情報（6面「私の針路」）
・�同期や部活で必ず出る思い出話などを記録
掲載します（9－11面「100周年の夢」）
・�在校生のクラブ活動などを見に行ったとき
のレポート（15面「豊高生活」）
・�同期会やクラブOB会開催のレポート及び
予告案内（21－24面「同期会だより」）

2、編集作業にご加勢ください
・�［調査］［取材］［企画・提案］［記事起こし］［文
字入力］［デザイン］［編集］等々、一つでも、
複数でも、全部でも結構ですので自薦他薦
不問でご協力をお願いします。

3、広告の提供をお願いします
・�本広告料は、豊陵会活動、特に会報発行や
発送の大切な力になり、また、広告の提供
は同窓生への激励になりますので何卒よろ
しくお願いします。

以上、豊陵会報については、
事務局、または、高37南里吉彦まで
� （なんりよしひこ：

TEL090-3165-7356）
Facebookページ豊陵会報編集長

■�豊陵会報第99号編集メンバー：
高16西澤善信（担当副会長）、高48古澤頼秋、
高37槌谷弘美、高37南里吉彦、高29蛯名美佳、
高9大久保孝、高8神保雅明、高3妹尾景行
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会　長
高坂　敬三（高16期）☆
副会長
須賀　寅充（高16期）☆
西澤　信善（高16期）☆
財務幹事
大川慎太郎（高16期）☆
会計監事
湊　　　稔（高16期）☆
総務部会長
徳田　　俊（高22期）
会報部会長
南里　吉彦（高37期）
会報副部会長
神保　雅明（高8期）
資料室部会長
高田　裕文（高20期）☆
資料室副部会長
川上　　寛（高13期）
IT推進部会長
松尾　昌昭（高16期）☆
IT推進副部会長
丸山　幸夫（高15期）
事務局長
伊藤　晴康（高21期）☆
事務局
中尾　寛次（高13期）
高岡　浩子（高13期）
菅　　祐子（高32期）
幹　事
妹尾　景行（高3期）
友国　泰治（高5期）
上神英二郎（高6期）
多河　正和（高7期）
大久保　孝（高9期）
堀田　芳男（高9期）
長谷川能民（高10期）
阿賀　敏雄（高12期）☆
堀内　　肇（高14期）
越智　克司（高15期）☆
木村　榮次（高15期）☆
村瀬　一郎（高15期）
梶山　四郎（高16期）
中田　八朗（高16期）
正岡　　哲（高16期）
松村　宗順（高17期）
石川　国義（高18期）
佐野　紀夫（高18期）
転法輪真理（高18期）
岡嶋　　豊（高19期）
野原　嗣久（高19期）
渡辺　寿一（高19期）
矢澤　マリ（高20期）
牧野　　隆（高21期）
三井　正則（高21期）☆
中島　　守（高22期）☆
河田　一裕（高23期）
熊澤　一郎（高23期）
永井　宏明（高23期）
中野　隆子（高26期）

加藤　芳哉（高29期）
神戸　裕子（高29期）
永井　　裕（高30期）
橋田　　浩（高32期）
亀井　圭子（高37期）
白木　智巳（高41期）
評議員
松浦　　茂（中19回）
飯嶌　　宏（中23回）
西島　靖之（高1期）
岡田　久男（高2期）
中西　寛治（高2期）
政木　　武（高2期）
小野　　實（高4期）
前川　　巖（高5期）
八幡　弘道（高6期）
山埜ゆみ子（高6期）
岸谷由紀子（高6期）
石橋　美紀（高7期）
平野　次雄（高7期）
浅田　重子（高7期）
成田　研一（高8期）
牧　　雄彦（高8期）
東　　敦子（高8期）
石田美代子（高8期）
水谷　忠昭（高9期）
上田三千乃（高10期）
久保　文子（高10期）
猪谷　正臣（高11期）
平井　　昭（高11期）
植田　元則（高12期）
菅谷　　梓（高13期）
岩武　萬子（高13期）
小出　君子（高13期）
鵜川　増文（高14期）
中野　英機（高14期）
依田　昌彦（高14期）
森川　史子（高14期）
足達　統彦（高15期）
高須　元洋（高15期）
中村　　信（高15期）
仲田　祐司（高15期）
渡邉　　元（高15期）
永野　豊子（高15期）
中出　幸子（高15期）
島野　高志（高16期）☆
森本　倫子（高16期）☆
三甲野敏子（高16期）☆
森本　徳子（高16期）☆
千田　智之（高17期）
廣野　敏生（高17期）
藤田　　進（高17期）
宮崎　保之（高17期）
石尾　賢一（高18期）
小林　正明（高18期）
古川美重子（高18期）
尾上　修一（高19期）
徳永金三郎（高19期）☆
奥田　逸朗（高20期）
田村　雅史（高20期）

中野　隆史（高20期）
守口　建治（高20期）
加堂　裕規（高21期）
田村　　守（高21期）
福島　　裕（高21期）
豊田　宣子（高21期）
吉田　優子（高21期）
福原　美典（高22期）
三木　茂生（高22期）
林　　雅子（高22期）
菅原　順子（高22期）☆
上野千佳子（高22期）☆
桑畑　健二（高23期）
中木　常雄（高23期）
深井　玲子（高24期）
増田　吉則（高25期）
折原　玲子（高25期）
片山　泰子（高25期）
横井　葉子（高26期）
雨宮　　伸（高27期）
石田　省三（高27期）
梅原　拓也（高27期）
勝又　敏夫（高27期）
神川　定久（高27期）
中村佐知大（高27期）
長岡佐江子（高27期）
明里　一孝（高28期）
松井　　豊（高28期）
中嶌　尚志（高29期）☆
矢野　正仁（高29期）
石垣　美紀（高29期）
前田　妙子（高29期）
久井　主税（高31期）
山下　典子（高31期）
松本　良枝（高31期）
升井　知子（高31期）
門田　浩一（高32期）
北原　千春（高32期）
國友　奈美（高32期）
有賀由利子（高32期）
坂上　憲史（高33期）
利川　公代（高33期）
沖原みゆき（高34期）
門田　佳子（高34期）
中原　洋子（高34期）
河野　浩明（高35期）
田中　元彦（高35期）
吉本　正樹（高35期）
岸本　一蔵（高36期）
重定　宏明（高36期）
田中　一史（高36期）
小島　史子（高36期）
中村　康子（高36期）
福中　寛子（高36期）
古川智香子（高36期）
津田　昌一（高37期）
名倉　　功（高37期）
南　　千恵（高37期）
木南　　鼓（高38期）
藤田　竜治（高38期）

大西　花子（高38期）
佐藤　琴波（高38期）
権藤由記子（高38期）
髙畑　秀道（高38期）
別所　邦彦（高39期）
山田　竜也（高39期）
重村　桜子（高39期）
米田美代子（高39期）
山見　智子（高39期）
後藤　　淳（高40期）
齊藤　雅彦（高40期）
徐　　廷禹（高40期）
岡本　直美（高40期）
櫻井さとこ（高40期）
桝谷　礼子（高40期）
池田　大輔（高41期）
濱田　俊治（高41期）
堀岡　良則（高41期）
泉　　美奈（高41期）☆
平野　直子（高41期）
中嶋　ちさ（高41期）
穴道奈穂子（高41期）
久代希予子（高41期）
横路　睦美（高41期）☆
中西　育代（高41期）
石井　君香（高41期）
酒匂　建文（高42期）
小林　知博（高42期）
佐々木有里（高42期）
村上　陽子（高42期）
山中美由紀（高42期）
尾上　高志（高43期）
藤田　貴支（高43期）
木下　真吾（高44期）
児玉健太郎（高44期）
髙橋　繁生（高44期）
玉城　勇人（高44期）
中山　雅詞（高44期）
命尾　昌彦（高44期）
吉田　雄三（高44期）
大橋みゆき（高44期）
鳥居　菜絵（高44期）
北之坊晋次（高45期）
橋本　匡弘（高45期）
市原史津子（高45期）
西岡佐知子（高45期）☆
下村満美子（高45期）
片岡亜紀子（高45期）
西　　広嗣（高46期）
松本　耕一（高46期）☆
前田　優香（高46期）
幸田　伸明（高47期）☆
野田　健一（高48期）
古澤　頼秋（高48期）
和田あやか（高48期）
石黒　陽子（高49期）
多賀　朋子（高49期）
小林佳代子（高50期）
山口　真歩（高50期）
磯部　光男（高51期）

高麗啓一郎（高51期）☆
畑　　雅三（高51期）
山田　あや（高51期）
佐藤　　健（高52期）
齋藤　佑樹（高52期）
花畑　　雄（高52期）
南岡　俊之（高52期）
岡　　美帆（高52期）
上原　拓真（高53期）
南川　郁夫（高53期）
兼田　美紀（高53期）
五十里麻衣（高53期）
寺井　寿子（高53期）
寺脇　知里（高53期）
森西　絵美（高53期）
國平　直樹（高54期）
雜賀　譲二（高54期）
徳重美紀子（高54期）
圓岡　美幸（高54期）
臼杵　　毅（高55期）
恩田　淳史（高55期）
横谷　圭祐（高55期）
髙橋　敬子（高55期）
前防由利子（高55期）
勝部　義幸（高56期）
田中　　良（高56期）
宮澤　佳樹（高56期）
梶谷　理紗（高56期）
古澤　真希（高56期）
星野　亜季（高56期）
尾崎　　優（高57期）
小松　光一（高57期）
比嘉　雅浩（高57期）
安福　一貴（高57期）
筒井　優沙（高57期）
大西　　唯（高57期）
平尾　友美（高57期）
上西　将司（高58期）
早野　貴至（高58期）
中村　志穂（高58期）
門脇　亮太（高59期）
尾西　沙絵（高59期）
小美野陽子（高59期）
岸田絵里加（高59期）
石野　勇次（高60期）
喜多　芳裕（高60期）
吉田　将平（高60期）
柏原　成美（高60期）
田辺　麻純（高60期）
中島　早苗（高60期）
上栗　良介（高61期）
黒谷　光宏（高62期）
姫田　慎也（高62期）
平井　宏和（高62期）☆
山下　真護（高62期）
小島　　碧（高62期）
松本　紗和（高62期）
柏原　翔太（高63期）
田原　大祐（高63期）
新免　瑞穂（高63期）

美野　千尋（高63期）
井口　大夢（高64期）
上村　文哉（高64期）
上原　瑛美（高64期）
星　安理沙（高64期）
荒川　挙人（高65期）
下村　龍一（高65期）
伊藤　智紘（高65期）☆
植屋　陽佳（高65期）
川上���　彩（高65期）
伊達　　巧（高66期）
牧　　省吾（高66期）
太田　枝織（高66期）
村岡　彩夏（高66期）
杉方　翔也（高67期）
木村　萌絵（高67期）
加藤　晴貴（高68期）
神代　康輔（高68期）
大西　晴奈（高68期）
岡本　典子（高68期）
赤阪　亮太（高69期）☆
石橋　快都（高69期）☆
清瀬　勇人（高69期）☆
高原虎太郎（高69期）☆
田中　雷三（高69期）☆
福田　颯真（高69期）☆
横城　壮太（高69期）☆
島田　真帆（高69期）☆
大同　李奈（高69期）☆
松川　佳奈（高69期）☆
村岡　美侑（高69期）☆
顧　問
藤上　幸作（中22回）
芳賀　　洋（中23回）
神内　重明（高5期）
小西　淳次（高6期）
中井　梅雄（高7期）
望月　靖允（高7期）
中川　治喜（高9期）
中野　寛成（高11期）
河村　　繁（19代校長）
北　　修爾（高13期）
淺井　由彦（高2期）
永田　武全（高15期）☆

東京支部支部長
松本　洋（高13期）
中部支部支部長
岡野　勝（高22期）

●役員一覧 （平成30年2月23日現在）� ☆印は、平成29年4月以降の新任　

高70期同期会世話役
芝山　武志� 杉村　陽菜
伊藤　　彬� 井上　真帆
中島壮一朗� 大黒　馨子
米倉　開途� 北脇　知花
梁　　誠治� 北村　優奈
園田　友基� 弓場　有莉
道地　優斗� 吉村　知恵
阪田　幸祐� 北村なつみ
石村　涼介� 岡田　悠里
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平成29年1月1日から平成29年12月31日までの会計年度における豊陵会の一般会計及び
記念事業特別会計に係る収支決算報告書。

平成30年1月1日から平成30年12月31日までの会計年度における
豊陵会の一般会計の収支予算書。

収　支　計　算　書
自　平成 29年 1月 1日　　至　平成 29年 12月 31日

単位：千円
収  入  の  部 決    算 予　　算 支  出  の  部 決    算 予　　算

前期繰越収支差額 12,170 12,170 豊陵会報発行費 3,625 3,700
総 会 開 催 費 1,114 1,300
学校行事支援金＊ 830 530

豊 陵 会 協 力 金 5,305 5,000 卒業記念品贈呈費 258 280
一 般 会 費 収 入 3,240 3,150 豊 陵 会 報 部 会 119 150
寄 付 金 1,040 500 豊 陵 資 料 室 53 110
会 報 広 告 収 入 848 500 IT 推 進 部 会 78 100
総会出席会費収入 1,080 1,000 東京支部補助金 150 150
総会時販売等収入 223 150 中部支部補助金 100 100
利 息 収 入 2 1 事 務 局 費＊ 2,341 2,300
雑 収 入 62 1 諸 会 議 費 1,011 1,200

事務機器使用料 446 600
事 務 用 品 備
品 購 入 代 231 400

事 務 局 光 熱 費 79 120
電 信 電 話 料 110 140
通 信 費 267 350
交 通 費 43 50
慶 弔 費 0 40
協 力 金 等 払
込 手 数 料 124 150
振 込 手 数 料 1 10
雑 費 1 10
次期繰越収支差額 12,983 10,682
(内当期収支差額） （+813）

計 23,972 22,472 計 23,972 22,472
（注＊）これら 2科目は当初予算を超過しましたので他の支出予算より彼此流用しました。

平成 30年豊陵会一般会計予算案

収　支　予　算　書
自 平成 30年 １月  １日　　　　至 平成 30年 12月 31日

単位：千円
収  入  の  部 予    算 前年度予算 支  出  の  部 予    算 前年度予算

前期繰越収支差額 12,983 12,170 豊 陵 会 報 発 行 費 3,700 3,700
総 会 開 催 費 1,300 1,300
学 校 行 事 支 援 金 530 530

豊 陵 会 協 力 金 5,000 5,000 卒業記念品贈呈費 280 280
一 般 会 費 収 入 3,100 3,150 豊 陵 会 報 部 会 150 150
寄 付 金 700 500 豊 陵 資 料 室 110 110
会 報 広 告 収 入 800 500 IT 推 進 部 会 100 100
総会出席会費収入 1,100 1,000 東 京 支 部 補 助 金 150 150
総会時販売等収入 200 150 中 部 支 部 補 助 金 100 100
利 息 収 入 1 1 事 務 局 費 2,400 2,300
雑 収 入 30 1 諸 会 議 費 1,300 1,200

事 務 機 器 使 用 料 400 600
事務用品備品購入代 500 400
事 務 局 光 熱 費 120 120
電 信 電 話 料 140 140
通 信 費 350 350
交 通 費 50 50
慶 弔 費 40 40
振 込 手 数 料 150 160
雑 費 10 10
100周年記念準備費 300 0
予 備 費 11,734 10,682

計 23,914 22,472 計 23,914 22,472
 科目間の彼此流用は正副会長会議で決めることができる

貸　借　対　照　表
平成 29年 12月 31日現在

資     産     の     部 負債及び正味財産の部
現 金 55 負　　債　　の　　部
郵 便 振 替 6,993 小　　計 0
普 通 預 金 8,815 正味財産の部
定 期 預 金 12,032 運 営 準 備 金 3,000
仮 払 金＊ 108 積 立 金 12,021

次期繰越収支差額 12,983
小　　計 28,004

合　　計 28,004 合　　計 28,004
（注＊）仮払金は各部会の翌年繰越金額です

平成 29年豊陵会記念事業特別会計

収　支　計　算　書 
自  平成 29年 １月  １日　  　至  平成 29年 12月 31日

単位：千円
収  入  の  部 支  出  の  部

受　取　利　息 0 収　支　差　額 0
計 0 計 0

貸　借　対　照　表
平成 29年 12月 31日現在

資     産     の     部 負債及び正味財産の部
現 金 0 負　　債　　の　　部
普 通 預 金 18,556 小　　計 0

正味財産の部
前期繰越収支差額 18,556
当 期 収 支 差 額 0
小　　計 18,556

合　　計 18,556 合　　計 18,556

豊陵会　平成29年決算及び平成30年予算

編集発行	 豊陵会報編集部　
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会員数（2018年3月5日現在）

卒業生数	 36,303人
旧職員	 542人
現職員	 94人
連絡可能者数	 22,070人

会報発行部数

発行部数	 24,000部
会員発送数	 22,500部
学校配布	 1,500部

平成 29年　豊陵会一般会計



2018年　豊中中学・豊中高校

豊陵会総会のご案内

2018年 5月27日（日） 11：00～ 14：00（受付10：30）

ホテル アイボリー　3階オーキッドホール
（阪急豊中駅前・06-6849-1111）

6,000円 「ホームカミングアゲイン」 卒業50年優待 （高校20期生） 会費 3,000円
「ホームカミング25」 卒業25年優待 （高校45期生） 会費 3,000円

新 　 卒 　 招 　 待   （高校70期生） 会費 無　　料

今年のゲストは　
豊中高校ダンス部のみ

なさんです

こんにちは！　豊中高校ダンス部、“TD18”で

す！　ダンス経験者の少ない私たちですが、日々

高みを目指して練習に取り組んでいます。私たち

のダンスを見てくださる皆さんを少しでも笑顔に

できるように全力で踊ります。

『緊張するなら調子乗れ！ We are entertainer！』

「豊陵会総会」の寄贈品提供のお願い
ご出席いただいた会員にとって会場でのバザーは大きな楽しみです。つき

ましては、会員皆様に是非とも一品でも多く寄贈品提供にご理解をいただき、
ご協力をお願いいたします。

寄贈品は総会当日朝まで受付させて頂きますが、準備の都合上出来るだけ 
5月11日(金)までに事務局必着でお願いいたします。

●東京支部総会は  
 �6�月24日（日）　11：30 ～
 東海大学校友会館（霞が関ビル35階）
●中部支部総会は
　11月17日（土）　15：00 ～
 名商グリル

日時

会場

会費

総会に出席ご希望の方は豊陵会事務局に5月11日（金）までにご連絡をお願いいたします。
座席のご用意がありますので、出席の方は必ずご連絡ください。

・葉書等郵便は、「2018年総会出席します！」・卒業期・氏名を明記の上、豊陵会事務局宛
・FAXの場合は、同封の用紙を使って　06-6849-4973　
・メールの場合は、　offi��ce@houryou.org　
・  電話の場合は、06-6849-4973 （但し月・水・金曜日の午前10時から午後3時までです。)




